
編集・発行　阿久根市議会事務局　〒899-1696　阿久根市鶴見町200番地　TEL.0996-72-0815 FAX.72-2029

AKUNE
city assembly

news
AKUNE

city assembly
news

平成22年第２回定例会は、９月29日から平成23年１月21日までの115日間の会
期で開かれ、平成22年度一般会計補正予算９件、教育委員会の任命についての議案
など16件が提案されました。このうち教育委員会と公平委員会の委員の任命につい
ての４件は不同意、固定資産評価審査委員会の委員と固定資産評価員の選任について
は同意、市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定については否決さ
れ、その他については原案のとおり可決されました。
このほか報告１件は不承認、認定８件は認定、陳情16件は採択、決議８件のうち
７件は原案のとおり可決され、１件が否決されました。また、意見書４件は原案のと
おり可決されました。

第２回定例会

No.164
平成23年2月15日発行

元気な声で家業繁栄祈願（倉津地区・麦ほめ）

本会議の模様をインターネットで生中継
市のホームページ（URL=http://www.city.akune.kagoshima.jp/）
平成20年第１回定例会から録画中継でもご覧になれます。
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平成22年第２回定例会　議案及び審議結果
番 号 内　　　　　　　　　　　　　　　容 議 決 日 結 果

決議第７号 違法で無効な副市長選任等の専決処分の是正を求める決議 平22.９.29 原案可決

報告第 2 2号
専決処分の承認について（平成22年度阿久根市一般会計補正予算（第４

号））
平22.９.29 不 承 認

議案第 2 2号 教育委員会の委員の任命について 平22.９.29 不 同 意

議案第 2 3号 教育委員会の委員の任命について 平22.９.29 不 同 意

議案第 2 4号 教育委員会の委員の任命について 平22.９.29 不 同 意

議案第 2 5号 公平委員会の委員の選任について 平22.９.29 不 同 意

議案第 2 6号 公平委員会の委員の選任について 平22.９.29 不 同 意

議案第 2 7号 固定資産評価審査委員会の委員の選任について 平22.９.29 同 意

決議第８号 濵之上議長に対する不信任決議 平22.９.30 否 決

決議第９号 議決された条例を即時に公布し違法状態の解消を求める決議 平22.９.30 原案可決

議案第 2 8号 市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 平22.９.30 否 決

議案第 2 9号 平成22年度阿久根市一般会計補正予算（第５号） 平22.９.30 原案可決

議案第 3 0号 平成22年度阿久根市介護保険特別会計補正予算（第２号） 平22.９.30 原案可決

議案第 3 1号 固定資産評価員の選任について 平22.10.５ 同 意

議案第 3 3号
北薩広域行政事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の変更につい

て
平22.10.５ 原案可決

議案第 3 4号
阿久根市違法駐車等の防止に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて
平22.10.５ 原案可決

議案第 3 5号
阿久根市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定につ

いて
平22.10.５ 原案可決

議案第 3 6号 阿久根市産業開発促進条例の一部を改正する条例の制定について 平22.10.５ 原案可決

議案第 3 7号 阿久根市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について 平22.10.５ 原案可決

議案第 4 2号 財産の取得について 平22.10.５ 原案可決

議案第 3 8号 平成22年度阿久根市一般会計補正予算（第６号） 平22.10.18 原案可決

議案第 3 9号 平成22年度阿久根市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 平22.10.18 原案可決

議案第 4 0号 平成22年度阿久根市老人保健医療特別会計補正予算（第１号） 平22.10.18 原案可決

議案第 4 1号 平成22年度阿久根市介護保険特別会計補正予算（第３号） 平22.10.18 原案可決

平成21年

陳情第３号
川内原子力発電所３号機増設の早期着手を求める陳情 平22.10.18 採 択

平成21年

陳情第４号
川内原子力発電所３号機増設の賛成に関する陳情書 平22.10.18 採 択

平成21年

陳情第５号
川内原子力発電所３号機増設の賛成に関する陳情書 平22.10.18 採 択

平成21年

陳情第６号
川内原子力発電所３号機増設の早期着手を求める陳情 平22.10.18 採 択

平成21年

陳情第７号
川内原子力発電所３号機増設の早期着手を求める陳情 平22.10.18 採 択
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平成21年

陳情第８号
川内原子力発電所３号機増設の早期着手を求める陳情 平22.10.18 採 択

平成21年

陳情第９号
川内原子力発電所３号機増設の早期着手を求める陳情 平22.10.18 採 択

陳情第 1 0号 大川診療所の再開についての陳情書 平22.10.18 採 択

決議第 1 0号 竹原市長の真摯な議会対応を求める決議 平22.10.18 原案可決

議案第 4 3号 平成22年度阿久根市一般会計補正予算（第７号） 平22.10.20 原案可決

議案第 4 4号 平成22年度阿久根市一般会計補正予算（第８号） 平22.10.20 原案可決

議案第 4 5号 平成22年度阿久根市一般会計補正予算（第９号） 平22.10.27 原案可決

議案第 1 1号 第５次阿久根市総合計画について 平22.11.24 原案可決

議案第 3 2号 阿久根市過疎地域自立促進計画（平成22年度～平成27年度）について 平22.11.24 修正可決

認定第１号 平成21年度阿久根市歳入歳出決算認定について（一般会計） 平22.11.24 認 定

認定第２号 平成21年度阿久根市歳入歳出決算認定について（国民健康保険特別会計） 平22.11.24 認 定

認定第３号 平成21年度阿久根市歳入歳出決算認定について（簡易水道特別会計） 平22.11.24 認 定

認定第４号 平成21年度阿久根市歳入歳出決算認定について（交通災害共済特別会計） 平22.11.24 認 定

認定第５号 平成21年度阿久根市歳入歳出決算認定について（老人保健医療特別会計） 平22.11.24 認 定

認定第６号 平成21年度阿久根市歳入歳出決算認定について（介護保険特別会計） 平22.11.24 認 定

認定第７号
平成21年度阿久根市歳入歳出決算認定について（後期高齢者医療特別会

計）
平22.11.24 認 定

認定第８号 平成21年度阿久根市水道事業会計の決算の認定について 平22.11.24 認 定

陳情第７号 保育施設の整備充実に関する陳情書 平22.11.24 採 択

陳情第８号 保育園改築に関する陳情書 平22.11.24 採 択

陳情第 1 1号 環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ）への対応に関する陳情書 平22.12.13 採 択

陳情第 1 2号 肉用牛売却所得の課税特例措置の継続を求める陳情書 平22.12.13 採 択

意見書第７号 環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ）への対応に関する意見書 平22.12.13 原案可決

意見書第８号 現行の肉用牛免税制度の存続を求める意見書 平22.12.13 原案可決

決議第 1 1号 正当な市長職務代理者による市政執行を求める決議 平22.12.13 原案可決

決議第 1 2号 市民生活に直結する補正予算の早急な提出を求める決議 平22.12.13 原案可決

意見書第９号 早急な鳥インフルエンザ対策を求める意見書 平22.12.28 原案可決

決議第１号 違法でかつ無効の「独裁」的専決処分に抗議する決議 平23 .１ .６ 原案可決

意見書第１号 違法な専決処分の是正を可能にする地方自治法の改正を求める意見書 平23 .１ .６ 原案可決

決議第２号 潟土地区画整理地内の土地（旧保留地）公売の一時停止を求める決議 平23.１.18 原案可決

阿久根市議会解散請求に対する弁明書の件 平23.１.21 原案可決

陳情第 1 3号
みなみ保育園の拙速な民間委託を行わず保育のあり方について十分な説

明と議論を求める陳情書
平23.１.21 採 択

陳情第 1 4号 阿久根学童クラブ継続運営の陳情書 平23.１.21 採 択

陳情第１号 阿久根市立みなみ保育園の拙速な民間委託に反対する陳情書 平23.１.21 採 択

陳情第２号 阿久根学童クラブ継続運営の陳情書 平23.１.21 採 択
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○議　決　結　果（賛否が分かれた案件のみ）

議　　　　案　　　　名

議員名（議席番号順）

議決結果
大
田　

重
男

古
賀　
　

操

松
元　

薫
久

野
畑　
　

直

中
面　

幸
人

牛
之
濱
由
美

石
澤　

正
彰

牟
田　
　

学

濵
﨑　

國
治

岩
﨑　

健
二

木
下　

孝
行

児
玉
賢
一
郎

櫁
柑　

幸
雄

山
田　
　

勝

鳥
飼　

光
明

濵
之
上
大
成

違法で無効な副市長選任等の専決処分の是正を求める

決議
◇ ◇ ◆ ◇ ◇ ◇ ◆ ◆ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◆ ◇ － 原案可決

平成22年度阿久根市一般会計補正予算（第４号） ◆ ◆ ◇ ◆ ◆ 退
席◇ ◇ ◆ 退

席◆ ◆ ◆ ◇ ◆ － 不 承 認

議決された条例を即時に公布し違法状態の解消を求め

る決議
◇ ◇ ◆ ◇ ◇ ◇ ◆ ◆ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◆ ◇ － 原案可決

市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例の制

定について
◆ ◆ ◇ ◆ ◆ ◆ ◇ ◇ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◇ ◆ － 否 決

平成22年度阿久根市一般会計補正予算（第５号） ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◇ － 原案可決

川内原子力発電所３号機増設の早期着手を求める陳情

◇ ◇

５
日
間
の
出
席
停
止
中

◇ ◇ ◇

５
日
間
の
出
席
停
止
中

除　
　

名　
　

処　
　

分

退　
　
　
　
　

席

◇ ◇ ◇ ◆

除　
　

名　
　

処　
　

分

◇ － 採 択

川内原子力発電所３号機増設の賛成に関する陳情書

川内原子力発電所３号機増設の賛成に関する陳情書

川内原子力発電所３号機増設の早期着手を求める陳情

川内原子力発電所３号機増設の早期着手を求める陳情

川内原子力発電所３号機増設の早期着手を求める陳情

川内原子力発電所３号機増設の早期着手を求める陳情

会期延長の件 ◇ ◇ ◆ ◇ ◇ ◇ ◆ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ － 決 定

平成21年度阿久根市歳入歳出決算認定について（一般

会計）
◇ ◇ 退

席◇ ◇ ◆ 退
席 ◇ ◇ ◆ ◆ ◆ ◆ － 認 定

正当な市長職務代理者による市政執行を求める決議 ◇ ◇ 欠
席◇ ◇ ◇ 欠

席 ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ － 原案可決

市民生活に直結する補正予算の早急な提出を求める決

議
◇ ◇ 欠

席◇ ◇ ◇ 欠
席 ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ － 原案可決

潟土地区画整理地内の土地（旧保留地）公売の一時停

止を求める決議
◇ ◇ ◆ ◇ ◇ 欠

席◆ ◆◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◆ ◇ － 原案可決

阿久根市議会解散請求に対する弁明書の件 ◇ ◇ ◆ ◇ ◇ ◇ ◆ ◆◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◆ ◇ － 原案可決

みなみ保育園の拙速な民間委託を行わず保育のあり方

について十分な説明と議論を求める陳情書
◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◆ ◆◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◆ ◇ － 採 択

阿久根市立みなみ保育園の拙速な民間委託に反対する

陳情書
◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◆ ◆◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◆ ◇ － 採 択

平成22年陳情第14号阿久根学童クラブ継続運営の陳情

書
◇ ◇ ◆ ◇ ◇ ◇ ◆ ◆◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◆ ◇ － 採 択

平成23年陳情第２号阿久根学童クラブ継続運営の陳情

書
◇ ◇ ◆ ◇ ◇ ◇ ◆ ◆◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◆ ◇ － 採 択

※川内原子力発電所増設に賛成並びに早期着手を求める陳情の表決手法は一括で行いました。濵﨑議員は退席され、懲罰
動議により松元議員と石澤議員は５日間の出席停止の処分、牟田議員と山田議員は除名処分となり、表決はありません。
※松元議員と石澤議員は会期延長の件の表決終了後、退席され、平成21年度阿久根市歳入歳出決算認定について（一般会
計）、及び12月13日㈪の本会議を欠席されたので、正当な市長職務代理者による市政執行を求める決議と市民生活に直
結する補正予算の早急な提出を求める決議の表決はありません。

※濵之上大成議長は、議長職のため特別多数議決以外の議案については、表決（賛成、反対の意思表示）権はありません。
（表の見方）◇は賛成、◆は反対

f
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質
問
者　

野
畑　

直
議
員

市
長
施
政
方
針
に
つ
い
て

平
成
21

年
第
３
回
定
例
市
議

会
で
市
役
所
ロ
ビ
ー
に
設
置
し
て

あ
る
意
見
箱
の
活
用
に
つ
い
て
一

般
質
問
し
た
が
、
そ
の
時
の
市
長

の
答
弁
は
、
中
身
は
公
開
で
き
な

い
、
議
員
と
し
て
自
分
で
市
民
の

意
見
を
集
約
す
べ
き
で
あ
る
と
の

回
答
で
あ
っ
た
。

私
は
、
市
内
８
区
の
公
民
館

で
報
告
会
を
行
い
意
見
を
集
約
し

た
。１

点
目
は
市
長
が
広
報
誌
に
載

せ
る
コ
ラ
ム
の
内
容
を
防
災
無
線

で
放
送
す
る
の
は
役
所
を
私
物
化

し
て
い
る
。
議
会
と
話
し
合
っ
て

い
る
か
な
ど
の
質
問
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
市
長
の
防
災
無
線
並

び
に
広
報
誌
を
利
用
す
る
考
え
方

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

２
点
目
は
広
報
誌
の
コ
ラ
ム
の

内
容
等
か
ら
、
給
食
費
の
半
額
補

議
員

一

般

質

問

第
二
回
定
例
会
で
は
七
人
の
議
員
に
よ
り
市
政
全
般
に
わ
た
り

一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

以
下
、
質
問
（
議
員
）
と
答
弁
（
市
長
）
の
中
か
ら
要
約
し
て

紹
介
し
ま
す
。（
発
言
は
通
告
順
）

助
、
そ
の
他
の
意
見
に
つ
い
て
、

市
民
の
意
見
を
集
約
し
た
結
果
を

報
告
す
る
。

１
、
未
納
分
の
給
食
費
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

２
、
未
納
分
の
給
食
費
は
法
的
手

段
を
と
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、

ど
う
す
る
か
。

３
、
現
在
、
給
食
費
を
払
っ
て
い

る
保
護
者
の
意
見
を
聞
い
た
か
。

４
、
ス
プ
レ
ー
ア
ー
ト
の
耐
久
性

は
何
年
ぐ
ら
い
だ
と
思
っ
て
い
る

か
。
以
上
の
疑
問
点
に
つ
い
て
市

長
の
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

３
点
目
は
市
長
は
広
報
誌
４
月

号
で
22

年
度
当
初
予
算
の
修
正
を

今
回
の
議
会
で
は
、
談
合
で
給
食

費
半
額
補
助
を
削
っ
て
土
木
費
に

回
し
た
と
だ
け
記
述
し
、
市
民
に

対
し
て
偏
っ
た
情
報
を
伝
え
て
い

る
。平

成
22

年
度
当
初
予
算
の
修

正
の
給
食
費
半
額
補
助
３
７
０
万

円
は
約
６
億
円
か
か
る
維
持
修
繕

費
へ
回
し
、
峠
ぼ
ん
た
ん
保
育
園

新
設
は
県
に
認
可
さ
れ
て
い
な
い

の
で
９
５
０
０
万
円
減
額
修
正
し

た
。
そ
れ
か
ら
、
区
長
会
運
営
費

は
25

万
円
を
計
上
し
て
あ
っ
た
が
、

説
明
も
な
か
っ
た
の
で
、
前
年
度

な
み
に
修
正
し
た
。
そ
れ
か
ら
、

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事

業
２
２
０
０
万
円
は
計
上
し
て
い

た
が
、
説
明
も
な
く
不
透
明
で
あ

り
、
雇
用
を
確
実
に
ふ
や
す
た
め

に
、
市
の
直
営
事
業
で
行
う
と
し

て
予
算
修
正
し
た
。
な
ぜ
、
こ
の

修
正
し
た
予
算
を
す
べ
て
公
表
し

な
か
っ
た
か
理
由
を
伺
い
た
い
。

次
に
広
報
誌
７
月
号
で
は
副
市

長
、
教
育
長
、
教
育
委
員
の
人
事

案
を
否
決
し
た
ほ
か
、
手
数
料
値

下
げ
、
給
食
費
の
半
額
補
助
、
さ

ら
に
雇
用
対
策
事
業
費
ま
で
否
決

し
た
議
会
は
竹
原
が
や
る
こ
と
に

は
反
対
で
あ
る
。
市
民
の
暮
ら
し

や
阿
久
根
の
将
来
に
対
す
る
責
任

感
は
感
じ
ら
れ
な
い
な
ど
と
記
述

し
て
い
る
。
私
が
議
員
に
な
っ
て

か
ら
副
市
長
選
任
は
提
案
し
た
こ

と
は
な
い
。
教
育
委
員
は
４
名
提

案
さ
れ
２
名
承
認
さ
れ
、
固
定
資

産
税
評
価
委
員
も
承
認
し
た
。

こ
の
よ
う
に
市
長
は
嘘う
そ

の
情
報

を
流
し
、
議
会
と
の
対
立
を
自
ら

誇
張
し
、
市
民
の
考
え
方
を
二
分

す
る
方
向
に
持
っ
て
行
き
、
副
市

長
選
任
は
専
決
処
分
す
る
し
か
な

か
っ
た
と
し
、
自
分
を
正
当
化
し

て
い
る
。

４
点
目
に
昨
年
、
み
な
み
保
育

園
の
民
間
移
譲
の
こ
と
で
二
つ
の

保
育
園
の
申
込
が
あ
り
、
市
長
は

選
定
委
員
会
の
結
論
を
覆
し
、
別

の
保
育
園
を
選
定
し
た
。
産
業
厚

生
委
員
会
で
委
員
会
を
開
く
な
か
、

そ
の
保
育
園
は
辞
退
届
け
を
提
出

し
た
が
、
市
長
は
辞
退
届
け
を
受

理
せ
ず
、
結
果
的
に
平
成
21

年
度

の
民
間
移
譲
は
で
き
な
か
っ
た
。

産
業
厚
生
委
員
会
で
は
継
続
し

て
審
査
す
る
こ
と
と
し
、
委
員
会

を
開
き
、
市
長
の
考
え
を
聞
く
こ

と
に
し
た
が
、
市
長
は
新
し
い
保

育
園
を
作
る
こ
と
で
、
峠
ぼ
ん
た

ん
保
育
園
新
設
検
討
委
員
会
を
発

足
し
た
。

保
育
園
を
新
設
す
る
に
は
阿
久

根
市
の
待
機
児
童
が
50

名
以
上
い

な
い
と
で
き
な
い
。
ま
た
保
育
行

政
協
議
会
の
意
見
書
を
添
え
て
県

に
認
可
申
請
書
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
市
長
は
３
月
議
会

開
会
前
の
２
月
の
産
業
厚
生
委
員

会
で
も
、
申
請
し
た
こ
と
も
教
え

ず
平
成
22

年
度
の
当
初
予
算
を
提

案
し
た
。県
に
問
い
合
わ
せ
る
と
、

認
可
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か

り
予
算
修
正
し
た
。

市
長
は
認
可
さ
れ
て
い
る
お
り

た
保
育
園
と
抱
き
合
わ
せ
て
約
１

億
９
６
０
０
万
円
の
予
算
計
上
し

た
が
、
新
設
保
育
園
関
係
の
約
９

５
０
０
万
円
の
減
額
修
正
が
そ
の

実
態
で
あ
る
。

も
し
、
議
会
が
提
案
ど
お
り
予

算
を
認
め
て
い
た
ら
県
か
ら
の
補

助
金
の
約
６
５
０
０
万
円
は
ど
う

す
る
つ
も
り
だ
っ
た
か
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

そ
れ
か
ら
、
お
り
た
保
育
園
開

発
許
可
問
題
に
つ
い
て
、
阿
久
根

市
有
地
と
開
発
予
定
地
が
隣
接
す

る
の
で
３
月
に
阿
久
根
市
に
同
意

書
を
提
出
し
た
が
、
市
長
が
な
か

な
か
同
意
し
な
か
っ
た
の
で
、
開

発
区
域
を
縮
小
し
て
申
請
し
、
８

月
11

日
に
県
か
ら
開
発
許
可
が
下

り
た
と
聞
い
た
が
、
市
長
は
そ
の

翌
日
に
同
意
し
て
い
る
。
な
ぜ
同

意
ま
で
に
長
い
期
間
を
要
し
た
か

市
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

ま
た
、
市
長
が
当
初
予
算
に
計

上
し
、
議
会
も
可
決
し
た
の
で
あ

れ
ば
、
す
ぐ
決
裁
し
執
行
す
べ
き

だ
が
未
だ
に
決
裁
し
な
い
理
由
を

伺
い
た
い
。

阿
久
根
市
議
会
会
議
規
則
を

ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
。

阿
久
根
市
議
会
の
会
議
規
則
に

「
質
問
者
は
議
長
の
定
め
た
期
間

内
に
、
議
長
に
そ
の
要
旨
を
文
書

で
通
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

そ
れ
か
ら
、
議
員
必
携
の
要
旨

の
説
明
で
は
「
質
問
の
通
告
書
に

市
長

g
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は
要
旨
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、要
旨
で
あ
る
た
め
に
は
、

少
な
く
て
も
内
容
に
つ
い
て
の
具

体
性
が
必
要
で
あ
り
、「
何
々
一

般
」
の
よ
う
な
も
の
は
質
問
の
要

旨
と
は
な
ら
な
い
。」
一
般
質
問

の
内
容
は
、
野
畑
議
員
の
場
合
は

防
災
無
線
利
用
に
当
た
っ
て
の
考

え
方
、
市
広
報
誌
へ
登
載
す
る
市

長
コ
ラ
ム
に
つ
い
て
集
約
し
た
市

民
の
意
見
に
つ
い
て
、
保
育
行
政

に
つ
い
て
の
４
点
に
つ
い
て
答
え

さ
せ
て
い
た
た
だ
き
た
い
。

防
災
無
線
の
利
用
に
当
た
っ
て

の
考
え
方
に
つ
い
て
、
そ
れ
か
ら

市
広
報
誌
へ
登
載
す
る
市
長
コ
ラ

ム
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
今
の
私

の
使
用
の
し
か
た
が
不
当
で
あ
る

と
は
考
え
て
い
な
い
。

次
に
集
約
し
た
市
民
の
意
見
に

つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
市
民
の
意
見

が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
要

旨
、
中
身
を
全
く
通
告
書
に
記
載

せ
ず
に
、
今
、
自
分
で
聞
い
て
き

た
も
の
を
発
表
し
て
、
市
民
の
意

見
に
つ
い
て
お
答
え
い
た
だ
き
た

い
。
こ
れ
は
議
会
規
則
に
則
っ
た

要
旨
の
部
分
を
満
た
し
て
い
な
い
。

そ
れ
か
ら
保
育
行
政
の
同
意
に

つ
い
て
時
間
が
掛
か
っ
た
の
は
、

推
移
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分

が
私
自
身
感
じ
た
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
の
で
、
時
間
が
掛
か
っ
て
き
た

わ
け
で
あ
る
が
、
併
せ
て
今
回
決

裁
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、副
市
長
か
ら
答
弁
を
さ
せ
る
。

仙
波
氏
の
答
弁
は
結
構
で
あ

る
。
こ
れ
は
仙
波
氏
が
就
任
す
る

前
の
話
で
あ
り
、
ご
存
知
な
い
こ

と
が
あ
る
の
で
、
市
長
の
考
え
方

だ
け
で
結
構
で
あ
る
。

今
、
市
長
が
通
告
の
要
旨
の

内
容
が
足
り
な
の
で
、
答
え
な
い

と
言
わ
れ
る
が
、
私
は
３
月
議
会

の
通
告
書
に
は
要
旨
を
し
っ
か
り

書
い
た
。
し
か
し
、
市
長
は
３
月

議
会
の
一
般
質
問
に
は
出
席
し
な

い
。
今
回
は
こ
の
よ
う
な
書
き
方

を
す
れ
ば
、
要
旨
が
伝
わ
ら
な
い

と
言
わ
れ
る
。

私
は
３
月
議
会
の
発
言
通
告
書

に
は
、
未
納
分
の
給
食
費
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
な
ど
、
６
項
目
書

い
て
い
る
。
市
長
は
こ
の
よ
う
な

書
き
方
を
し
て
も
一
般
質
問
に
出

て
来
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
の
考
え
方
を
教
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

今
日
の
一
般
質
問
の
通
告
書

の
要
旨
の
話
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

今
日
の
通
告
書
と
言
わ
れ
る

が
、
私
が
聞
い
て
い
る
の
は
３
月

議
会
で
事
細
か
く
通
告
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
つ
い
て
答

え
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
、
も
う

議
員

市
長

議
員

１
回
お
願
い
す
る
。

今
日
の
一
般
質
問
で
あ
る
の

で
、
今
回
の
一
般
質
問
に
つ
い
て

議
長
の
定
め
た
期
間
内
に
議
長
に

そ
の
要
旨
を
文
書
で
通
告
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
阿
久
根
市
議
会

会
議
規
則
に
沿
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

市
長

質
問
者　

櫁
柑
幸
雄
議
員

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い

て

第
１
は
平
成
22

年
度
一
般

会
計
予
算
の
執
行
に
つ
い
て
で
あ

る
。第

１
点
は
平
成
22

年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
第
１
号
か
ら
第
４
号

ま
で
の
専
決
処
分
は
、
地
方
自
治

法
に
違
反
し
、
無
効
で
あ
り
、
こ

れ
は
青
森
地
裁
の
判
例
に
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
違
法
な
専
決
処
分

は
撤
回
す
べ
き
で
あ
る
が
、
市
長

の
見
解
を
求
め
る
。

第
２
点
は
庁
舎
等
の
壁
画
に
関

わ
る
費
用
に
つ
い
て
予
算
執
行
の

内
容
を
答
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

第
３
点
は
民
生
費
で
予
算
化
し

て
い
る
お
り
た
保
育
園
の
改
築
の

補
助
金
に
つ
い
て
、
な
ぜ
執
行
し

な
い
か
お
尋
ね
し
た
い
。

第
４
点
は
民
生
費
の
放
課
後
児

議
員

童
健
全
育
成
事
業
と
教
育
費
の
放

課
後
子
供
教
室
推
進
事
業
は
、
事

業
の
内
容
は
同
じ
で
あ
る
が
、
保

護
者
負
担
が
違
っ
て
い
る
理
由
は

何
か
お
尋
ね
し
た
い
。

第
５
点
は
農
林
水
産
業
費
の

負
担
金
補
助
及
び
交
付
金
の
３
７

６
万
２
千
円
は
水
産
業
施
設
整
備

補
助
金
と
し
て
予
算
化
し
て
あ
る

が
、北
さ
つ
ま
漁
業
協
同
組
合
は
、

違
法
な
専
決
処
分
と
し
て
断
っ
て

い
る
。
こ
の
予
算
は
今
後
ど
の
よ

う
に
執
行
す
る
か
お
尋
し
た
い
。

第
６
点
は
商
工
費
の
観
光
振
興

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
予
算

執
行
内
容
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た

い
。第

２
は
市
職
員
の
人
事
管
理
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
長
に
よ
る
市
職
員
の
降
格
人

事
に
対
し
、
公
平
委
員
会
は
本
年

２
月
に
処
分
は
違
法
と
し
て
取
り

消
す
判
定
を
く
だ
し
た
が
、
身
分

回
復
を
直
ち
に
行
う
べ
き
で
あ
る

が
、
未
だ
に
し
て
い
な
い
が
、
ど

う
す
る
の
か
お
尋
ね
し
た
い
。

次
に
市
職
員
の
懲
戒
免
職
事
件

に
か
か
る
裁
判
で
、
９
月
17

日
に

市
側
の
控
訴
棄
却
の
判
決
が
く
だ

り
、
10

月
１
日
を
も
っ
て
市
の
敗

訴
が
確
定
し
、
公
平
委
員
会
で
も

９
月
24

日
戒
告
に
修
正
す
る
判
決

を
く
だ
し
、
併
せ
て
昨
年
の
給
与

未
払
い
分
の
支
給
を
指
示
し
て
い

る
が
、未
だ
に
支
給
し
て
い
な
い
。

な
ぜ
、
公
平
委
員
会
の
決
定
に
従

わ
な
い
か
市
長
に
お
尋
ね
し
た
い
。

懲
戒
免
職
事
件
の
裁
判
で
市
が

敗
訴
し
た
こ
と
に
よ
り
、
市
の
財

政
に
損
害
を
も
た
ら
す
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
。
市
長
は
ど
う
責
任

を
と
る
の
か
お
尋
ね
し
た
い
。

次
に
市
長
は
職
員
の
賞
罰
に
関

す
る
規
程
の
委
員
に
市
長
を
支
持

し
て
い
る
議
員
を
任
命
し
て
い
る

が
、
議
会
は
市
政
運
営
の
チ
ェ
ッ

ク
機
関
で
あ
り
、
あ
て
職
以
外
の

各
種
委
員
会
の
委
員
に
な
る
こ
と

は
よ
く
な
い
と
し
て
、
平
成
９
年

か
ら
各
種
委
員
を
は
ず
れ
て
い
る

経
緯
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
議

員
か
ら
の
任
命
は
や
め
る
べ
き
で

あ
る
が
、市
長
の
見
解
を
求
め
る
。

次
に
課
長
会
議
に
阿
久
根
市
美

し
い
ま
ち
づ
く
り
公
社
の
事
務
局

長
が
同
席
を
す
る
こ
と
は
、
問
題

で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
公
社
は

市
か
ら
業
務
委
託
を
受
け
て
、
事

業
を
展
開
す
る
機
関
に
な
っ
て
い

る
。
な
ぜ
、
課
長
会
議
に
参
入
し

て
い
る
か
市
長
の
見
解
を
求
め
る
。

川
内
原
子
力
発
電
所
１
・
２
号

機
か
ら
海
に
出
る
温
排
水
調
査
結

果
で
九
州
電
力
の
温
排
水
公
表
域

よ
り
拡
散
し
て
い
る
こ
と
が
、
新

聞
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

h
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ま
た
、専
門
家
の
話
に
よ
る
と
、

温
排
水
に
よ
っ
て
ジ
ャ
コ
の
漁
獲

低
下
や
阿
久
根
地
域
の
磯
焼
け
問

題
も
そ
の
一
因
で
は
な
い
か
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

阿
久
根
市
の
漁
民
は
、
薩
摩

半
島
西
岸
沖
合
等
で
操
業
し
て
お

り
、
温
排
水
に
よ
る
漁
業
被
害
は

免
れ
な
い
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

阿
久
根
市
議
会
は
、
平
成
12

年

阿
久
根
市
漁
業
協
同
組
合
か
ら
提

出
さ
れ
た
、
川
内
原
子
力
発
電
所

３
号
機
増
設
反
対
の
請
願
を
採
択

し
、
併
せ
て
川
内
原
子
力
発
電
所

３
号
機
増
設
反
対
の
決
議
を
全
会

一
致
で
可
決
し
て
い
る
。
現
在
も

北
さ
つ
ま
漁
業
協
同
組
合
と
し
て

３
号
機
増
設
反
対
の
意
思
は
今
も

変
わ
っ
て
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
３
号
機
増
設
は

阿
久
根
市
民
の
生
活
破
壊
に
つ
な

が
る
恐
れ
が
あ
る
。
市
長
の
見
解

を
求
め
る
。

平
成
22

年
度
一
般
会
計
予
算

の
執
行
に
つ
い
て
、
こ
こ
だ
け
要

旨
に
書
い
て
あ
る
。
予
算
審
議
な

ど
の
時
に
は
何
項
何
目
何
に
つ
い

て
そ
れ
が
要
旨
に
な
っ
て
い
る
。

要
旨
を
書
い
て
い
た
だ
き
た
か
っ

た
。そ

れ
か
ら
市
職
員
の
人
事
管
理

は
、
副
市
長
か
ら
答
弁
さ
せ
る
。

川
内
原
子
力
発
電
所
３
号
機
の

市
長

増
設
問
題
は
市
内
か
ら
増
設
に
賛

成
す
る
意
見
も
い
た
だ
い
て
い
る
。

増
設
が
い
い
こ
と
ば
か
り
だ
と
は

考
え
て
い
な
い
が
、
現
在
の
段
階

で
反
対
の
判
断
も
し
て
い
な
い
。

仙
波
氏
の
答
弁
は
い
ら
な

い
。
違
法
な
専
決
処
分
は
青
森
地

裁
の
判
決
で
無
効
だ
と
い
う
こ
と

を
明
確
に
し
た
か
ら
で
あ
る
。

議
員

質
問
者　

牛
之
濱
由
美
議
員

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い

て

一
般
会
計
補
正
予
算
第
６

号
の
葬
斎
場
管
理
費
で
５
７
１
万

６
千
円
が
補
正
額
で
あ
が
っ
て
き

た
。こ

れ
は
、
今
年
５
月
の
大
雨
に

よ
り
斎
場
の
登
り
左
側
の
り
面
の

が
け
崩
れ
が
発
生
し
た
。
同
月
に

は
撤
去
作
業
が
行
わ
れ
た
。

し
か
し
、
再
び
６
月
の
大
雨
に

よ
り
、
１
回
目
よ
り
大
き
な
が
け

崩
れ
が
発
生
し
、
通
行
不
可
能
に

な
り
、
下
り
一
車
線
の
み
の
利
用

と
な
っ
て
い
る
。
６
月
に
発
生
し

た
土
砂
災
害
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

４
ヶ
月
た
っ
た
現
在
で
も
災
害
時

の
ま
ま
で
あ
る
。
今
回
の
補
正
予

算
で
や
っ
と
計
上
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
市
長
に
お
尋
ね
し
た

議
員

い
。
８
月
に
開
か
れ
た
臨
時
議
会

で
一
般
会
計
補
正
予
算
第
２
号
の

観
光
費
で
補
正
額
５
０
０
万
円
を

計
上
さ
れ
た
。
こ
れ
は
ま
ち
づ
く

り
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
で
、

庁
舎
を
か
わ
き
り
に
防
波
堤
や
水

産
振
興
セ
ン
タ
ー
の
ペ
イ
ン
ト
の

費
用
で
あ
る
が
、
６
月
に
発
生
し

た
災
害
よ
り
、
市
庁
舎
の
ペ
イ
ン

ト
の
ほ
う
が
専
決
ま
で
し
て
、
急

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
事
業

だ
っ
た
の
か
。

事
業
の
優
先
順
位
で
、
ど
ち
ら

を
優
先
す
べ
き
か
お
答
え
い
た
だ

き
た
い
。

議
員
必
携
を
持
っ
て
い
る

か
、
も
う
一
回
会
議
規
則
等
を
読

む
。「
質
問
者
は
議
長
の
定
め
た

期
間
内
に
、
議
長
に
そ
の
要
旨
を

文
書
で
通
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」「
質
問
の
通
告
書
に
は
要
旨

を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
要
旨
で
あ
る
た
め
に
は
少
な

く
と
も
内
容
に
つ
い
て
の
具
体
性

が
必
要
で
あ
り
、「
何
々
一
般
」

の
よ
う
な
も
の
は
、
質
問
の
要
旨

と
は
な
ら
な
い
。」
具
体
性
の
あ

る
要
旨
を
こ
こ
に
出
す
べ
き
で
あ

る
。
事
業
の
優
先
順
位
は
、
こ
の

要
旨
と
し
て
は
具
体
性
が
な
い
。

議
会
規
則
に
則
っ
て
一
般
質
問
を

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
お
願
い
し

た
い
。

市
長

質
問
者　

中
面
幸
人
議
員

消
防
行
政
に
つ
い
て

脇
本
の
八
郷
方
面
な
ど
消
防

本
部
か
ら
遠
い
地
域
で
は
、
救
急

車
の
出
動
要
請
か
ら
現
地
に
到
着

ま
で
の
所
要
時
間
が
長
く
、
ど
う

に
か
な
ら
な
い
か
と
地
元
住
民
か

ら
要
望
が
あ
る
。

今
後
増
加
が
予
想
さ
れ
る
高
齢

者
か
ら
の
救
急
要
請
や
脳
及
び
心

臓
疾
患
な
ど
の
救
急
救
命
を
要
す

る
患
者
や
そ
の
家
族
の
心
境
を
考

え
れ
ば
、
こ
の
時
間
の
長
さ
は
、

は
か
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
市
民
の
皆
様
の
安
心

安
全
を
守
る
た
め
に
以
前
配
置
し

て
い
た
救
急
車
を
三
笠
支
所
に
も

う
一
度
、
配
置
で
き
な
い
か
伺
い

た
い
。消

防
行
政
、救
急
車
の
件
は
、

消
防
組
合
で
議
論
を
い
た
だ
く
べ

き
問
題
だ
と
考
え
て
い
る
。

議
員

市
長

共
同
水
道
に
つ
い
て

現
在
市
内
に
は
共
同
水
道
施

設
で
運
営
し
て
い
る
集
落
は
７
集

落
あ
る
。
当
初
の
設
置
に
は
市
か

ら
80

％
の
補
助
が
で
る
が
、
そ
の

議
員

後
の
維
持
管
理
は
そ
の
集
落
で
す

る
。
設
置
当
初
は
人
口
も
多
く
年

齢
も
若
く
所
得
も
あ
り
、
問
題
も

な
か
っ
た
が
、
今
後
高
齢
化
や
人

口
の
減
少
が
進
む
な
か
、
集
落
だ

け
の
運
営
管
理
で
は
負
担
が
重
く

の
し
か
か
る
。

そ
こ
で
、
共
同
水
道
も
上
水
道

や
簡
易
水
道
事
業
並
み
に
市
で
運

営
で
き
な
い
か
お
伺
し
た
い
。

共
同
水
道
施
設
運
営
に
つ
い

て
、
難
し
い
状
況
に
な
り
つ
つ
あ

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
特
殊
事
情
が

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
も
の
を
一
つ

一
つ
見
つ
め
な
が
ら
対
応
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
水
道
が
詰
ま
っ

た
と
き
に
す
ぐ
対
応
が
で
き
る
状

況
も
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

ま
た
、
全
部
一
貫
し
て
市
が
簡
易

水
道
も
引
き
受
け
る
こ
と
が
い
い

か
、
そ
れ
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
個
別
に
対
応
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
問
題
と
思
っ
て
い
る
。

市
政
運
営
に
つ
い
て

私
の
集
落
で
は
奉
仕
作
業
と

し
て
市
道
、
農
道
、
河
川
の
草
払

い
を
し
て
い
る
。
こ
の
奉
仕
作
業

に
年
々
不
平
不
満
が
出
て
く
る
。

し
か
し
、
行
政
頼
り
だ
け
で
は
集

議
員

市
長

j
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落
は
荒
れ
果
て
て
し
ま
う
の
で
、

集
落
の
環
境
美
化
を
推
進
し
集
落

の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
に
は
今

後
も
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
高
齢
化
比

率
も
上
が
っ
て
い
く
が
、
こ
の
よ

う
な
集
落
の
自
治
運
営
に
つ
い
て

ど
う
考
え
る
か
伺
い
た
い
。

次
に
折
多
地
区
活
性
化
施
設
建

設
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
い
。

平
成
18

年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て

き
た
阿
久
根
北
部
地
区
の
中
山
間

地
域
総
合
整
備
事
業
の
一
環
と
し

て
計
画
さ
れ
、
今
年
度
測
量
設
計

業
務
を
委
託
し
よ
う
と
し
て
い
た

が
、
市
長
は
県
に
対
し
事
業
停
止

の
申
し
出
を
し
た
が
、
ど
の
よ
う

な
理
由
か
お
伺
い
し
た
い
。

高
齢
者
対
策
は
地
域
に
よ

っ
て
特
徴
が
あ
り
、
過
疎
化
し
て

い
く
な
か
で
、
支
え
合
い
の
環
境

が
非
常
に
難
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
。そ
れ
も
よ
く
分
か
っ
て
い
る
。

高
齢
者
対
策
は
中
心
の
問
題
か
も

し
れ
な
い
。
た
だ
問
題
と
言
っ
て

い
て
も
仕
方
が
な
い
わ
け
で
あ
る

か
ら
、
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

全
部
市
が
引
き
受
け
る
状
況
で

は
、
ま
た
財
政
が
も
た
な
い
し
、

ま
た
、
地
域
の
主
体
性
も
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。
両
方
、
勘
案
し
な

が
ら
見
捨
て
ら
れ
る
地
域
の
な
い

市
長

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

折
多
地
区
活
性
化
施
設
に
つ
い

て
は
副
市
長
か
ら
答
弁
さ
せ
る
。

折
多
地
区
活
性
化
施
設
に
つ

い
て
の
仙
波
氏
の
説
明
は
い
ら
な

い
。
と
い
う
の
は
３
ヶ
月
前
に
き

た
ば
か
り
で
、
こ
の
案
件
は
、
折

多
地
区
が
20

年
前
か
ら
要
望
を
し

て
い
る
の
で
、
仙
波
氏
は
分
か
ら

な
い
の
で
、
市
長
に
答
え
い
た
だ

き
た
い
。

議
員

質
問
者　

大
田
重
男
議
員

市
政
に
つ
い
て

市
長
は
専
決
処
分
で
固
定
資

産
税
の
引
き
下
げ
を
し
た
が
、今
、

市
の
財
政
は
本
当
に
余
裕
が
あ
る

か
疑
問
に
思
う
。
こ
の
点
は
市
長

が
市
を
経
営
す
る
経
営
者
と
し
て

の
感
覚
で
お
答
え
願
い
た
い
。

次
に
地
域
医
療
に
つ
い
て
、
こ

れ
は
陳
情
書
も
あ
が
っ
て
い
る

が
、
大
川
地
区
の
診
療
所
が
９
月

30

日
で
休
診
と
な
っ
た
。
住
民
は

非
常
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
と
同

時
に
不
安
が
高
ま
っ
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
交
通
の
足
を
持
た
な
い

高
齢
者
や
高
齢
者
と
一
緒
に
住
ん

で
い
る
家
族
か
ら
不
安
で
な
ら
な

議
員

い
と
の
声
を
聞
い
て
い
る
。

少
子
高
齢
化
が
特
に
進
ん
で

い
る
大
川
地
区
で
あ
り
、
地
域
住

民
の
こ
う
し
た
不
安
を
払
ふ
っ

拭し
ょ
くす

る
た
め
に
も
診
療
所
再
開
に
向
け

て
、
今
現
在
ど
う
い
っ
た
手
を
打

っ
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

質
問
の
要
旨
に
書
い
て
い
る

こ
と
の
市
の
財
政
に
つ
い
て
と
地

域
医
療
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
通

告
書
の
要
旨
で
あ
る
た
め
に
は
、

内
容
に
具
体
性
が
必
要
で
あ
る
と

い
う
決
ま
り
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
規
則
に
併
せ
た
形
で
の
要
旨

を
お
願
い
し
た
い
。

地
域
医
療
に
つ
い
て
は
、
副
市

長
か
ら
答
弁
を
さ
せ
る
。

仙
波
氏
は
副
市
長
と
認
め
て

い
な
い
の
で
答
弁
は
必
要
な
い
。

市
長

議
員

質
問
者　

鳥
飼
光
明
議
員

政
治
姿
勢
に
つ
い
て

副
市
長
の
専
決
処
分
は
、
８

月
の
臨
時
議
会
及
び
今
回
の
議
会

で
も
承
認
し
て
い
な
い
。
ま
た
、

総
務
大
臣
は
議
会
を
招
集
し
な
い

状
態
で
行
っ
た
専
決
処
分
は
違
法

と
発
言
さ
れ
、
鹿
児
島
県
知
事
も

法
律
違
反
で
あ
る
と
答
弁
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
副
市
長
と

議
員

し
て
仕
事
を
し
て
い
る
。

そ
こ
で
副
市
長
選
任
に
当
た
っ

て
ど
の
よ
う
な
調
査
を
し
た
か
。

今
後
も
副
市
長
と
し
て
勤
務
す
る

な
ら
、
市
政
運
営
に
問
題
が
生
じ

て
く
る
と
思
わ
れ
る
が
、
市
長
の

考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。

次
に
平
成
21

年
度
財
務
指
標
に

つ
い
て
、
新
聞
発
表
さ
れ
実
質
公

債
比
率
13

・
６
、
県
下
19

市
で
第

７
番
目
、
将
来
負
担
率
59

・
３
、

県
下
４
番
目
に
つ
い
て
市
長
と
し

て
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
伺
い

た
い
。

次
に
折
多
地
区
活
性
化
施
設

は
、
約
20

年
前
か
ら
地
区
民
が
待

ち
望
ん
で
い
る
施
設
で
、
県
及
び

市
も
予
算
計
上
さ
れ
た
時
は
地
区

民
も
喜
ん
で
い
た
が
、
突
然
、
建

設
し
な
い
。
条
件
と
し
て
年
間
管

理
約
３
０
０
万
円
を
地
元
が
負
担

す
る
と
建
設
し
て
も
よ
い
と
の
答

弁
だ
っ
た
と
区
長
か
ら
聞
い
て
驚

い
た
。

そ
こ
で
他
の
施
設
は
今
後
、
ど

の
よ
う
な
対
処
を
す
る
の
か
。
現

在
施
工
し
て
い
る
取
り
付
け
道
路

の
延
長
は
幾
ら
か
。
敷
地
造
成
は

何
平
方
メ
ー
ト
ル
か
。
そ
し
て
進

捗
率
は
何
％
で
事
業
費
は
幾
ら

か
。
ま
た
、
市
長
は
建
設
し
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
今
後
ど

の
よ
う
な
計
画
を
す
る
つ
も
り

か
。
ま
た
県
に
対
す
る
対
応
は
ど

う
す
る
か
伺
い
た
い
。

次
に
、
お
り
た
保
育
園
の
移

転
計
画
で
あ
る
が
、
こ
の
計
画
も

22

年
度
予
算
に
計
上
し
、
補
助
金

申
請
の
段
階
で
理
事
長
が
市
長
の

計
画
を
邪
魔
し
て
い
る
な
ど
の
理

由
で
決
裁
し
な
い
と
聞
い
て
い
る

が
、
こ
れ
が
事
実
で
あ
る
か
。
市

長
は
現
在
の
保
育
園
の
施
設
を
調

査
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。

こ
の
保
育
園
は
平
成
18

年
３

月
、
５
年
以
内
を
目め

途ど

に
改
築
す

る
条
件
を
受
け
入
れ
て
、
民
間
に

移
譲
し
た
経
緯
が
あ
り
、
そ
れ
に

基
づ
い
て
経
営
者
は
土
地
を
購
入

し
、
県
の
事
業
を
活
用
し
て
、
建

設
計
画
し
た
が
、
こ
の
事
業
は
22

年
度
で
終
わ
る
が
、
も
し
こ
れ
を

建
設
し
な
け
れ
ば
、
県
に
対
す
る

信
頼
が
な
く
な
る
と
同
時
に
今
後

の
施
設
計
画
等
に
支
障
が
生
じ
、

市
長
に
は
責
任
問
題
が
生
じ
る
と

思
わ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
対
策

を
講
じ
る
考
え
か
。
ま
た
、
県
も

予
算
計
上
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

が
、
市
長
は
県
に
対
し
、
ど
の
よ

う
な
措
置
を
講
じ
る
考
え
か
伺
い

た
い
。

以
上
で
質
問
を
終
わ
る
が
、
仙

波
氏
は
議
会
の
承
認
を
得
て
い
な

い
の
で
、
仙
波
氏
の
答
弁
は
い
ら

な
い
。

k
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副
市
長
の
専
決
処
分
等
と
折

多
地
区
活
性
化
施
設
及
び
お
り
た

保
育
園
移
設
計
画
等
は
仙
波
副
市

長
に
答
え
さ
せ
る
。

質
疑
を
す
る
場
、
市
民
の
た
め

に
話
を
す
る
場
と
考
え
る
の
で
あ

れ
ば
、
自
分
の
好
き
嫌
い
で
聞
か

な
く
て
も
い
い
と
い
う
、
そ
の
態

度
は
問
題
で
は
な
い
か
。

誰
に
答
弁
さ
せ
る
か
は
私
の

権
限
で
あ
る
。
市
長
が
答
弁
者
を

副
市
長
を
選
ぶ
の
で
あ
れ
ば
、
聞

か
な
く
て
も
い
い
と
は
、
そ
れ
は

市
民
に
対
し
て
無
責
任
で
は
な
い

か
。平

成
21

年
度
財
務
指
標
に
つ

い
て
鳥
飼
議
員
は
、
大
変
い
い
と

い
う
感
触
で
い
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
こ
の
国
自
体
が
大
変
な
状
態

だ
と
分
か
っ
て
い
る
か
。
鹿
児
島

県
知
事
も
こ
の
国
は
10

年
以
内
に

破
綻
す
る
と
言
っ
て
い
る
。

特
に
37

兆
円
の
税
収
に
対
し

て
、
公
務
員
人
件
費
な
ど
は
35

兆

円
も
掛
か
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る

財
務
指
標
な
ど
を
基
準
に
行
政
を

言
っ
て
い
て
は
、
路
頭
に
迷
う
こ

と
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。

市
長

質
問
者　

濵
﨑
國
治
議
員

市
政
運
営
に
つ
い
て

本
市
の
雇
用
対
策
つ
い
て
、

３
月
の
議
会
で
阿
久
根
市
観
光
促

進
事
業
を
県
の
ふ
る
さ
と
雇
用
再

生
特
別
基
金
事
業
を
導
入
し
て
実

施
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

当
初
予
算
を
委
託
料
か
ら
賃
金
の

費
目
に
修
正
可
決
し
た
。
し
か
し

市
長
は
、
違
法
な
専
決
に
よ
り
賃

金
か
ら
委
託
料
に
組
み
替
え
た
。

こ
の
事
業
は
当
初
予
算
案
で
の

説
明
も
な
く
、
詳
細
に
つ
い
て
確

認
で
き
な
い
事
業
で
あ
っ
た
。

市
で
は
、
雇
用
対
策
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
と
考
え
、
こ
の
基
金

事
業
を
民
間
へ
の
委
託
事
業
で
は

な
く
、
市
の
直
営
事
業
で
行
っ
た

ほ
う
が
、
雇
用
を
創
出
す
る
効
果

が
高
い
と
し
て
の
予
算
修
正
で
あ

っ
た
が
、
事
業
実
施
要
綱
を
見
る

限
り
、
市
の
直
営
で
も
可
能
な
事

業
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
市
の
直

営
で
雇
用
を
創
出
す
る
事
業
が
で

き
な
か
っ
た
理
由
を
教
え
て
い
た

だ
き
た
い
。

市
の
雇
用
対
策
に
つ
い
て
の

中
身
で
あ
る
が
、
直
営
で
し
て
ほ

と
ん
ど
う
ま
く
い
っ
た
た
め
し
が

な
い
。
そ
う
い
う
実
感
が
あ
る
。

議
員

市
長

本
当
に
直
営
は
う
ま
く
い
か
な
い
。

地
方
へ
の
企
業
進
出
が
厳
し

い
状
況
で
市
単
独
で
の
雇
用
を
ふ

や
す
こ
と
は
簡
単
に
で
き
る
も
の

で
は
な
い
こ
と
は
重
々
承
知
し
て

い
る
が
、
今
回
の
政
府
の
補
正
予

算
の
重
点
項
目
で
は
、
介
護
・
福

祉
の
分
野
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

全
国
的
に
介
護
・
福
祉
部
門
の

施
設
の
整
備
が
遅
れ
て
お
り
、
市

で
も
特
別
養
護
施
設
へ
の
待
機
者

も
い
る
の
で
、
施
設
整
備
が
重
要

な
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。
国
・

県
の
施
設
整
備
方
針
や
市
の
財
政

状
況
、
あ
る
い
は
社
会
福
祉
法
人

等
の
関
係
も
あ
る
と
思
う
が
、
関

係
機
関
に
働
き
か
け
を
行
う
考
え

は
な
い
か
お
尋
ね
し
た
い
。

今
日
の
景
気
低
迷
の
状
況
か
ら

す
る
と
、
企
業
誘
致
等
で
雇
用
を

ふ
や
す
こ
と
は
、
厳
し
い
状
況
と

理
解
し
て
い
る
が
、
老
人
福
祉
費

で
介
護
基
盤
の
整
備
事
業
と
し
て

予
算
計
上
し
て
あ
る
。
社
会
福
祉

施
設
で
あ
れ
ば
、
雇
用
の
拡
大
に

も
貢
献
す
る
と
思
う
が
市
長
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け

は
、
で
き
る
だ
け
の
こ
と
は
や
っ

て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
が
、
議
員

か
ら
も
具
体
的
な
ア
イ
デ
ア
が
あ

れ
ば
、
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

平
成
22

年
度
一
般
会
計
補
正

議
員

市
長

議
員

予
算
第
２
号
で
違
法
な
専
決
処
分

し
た
観
光
費
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
委
託
は
市
役

所
庁
舎
の
壁
面
塗
装
も
含
ま
れ
て

い
る
か
。
実
施
場
所
や
予
算
要
求

の
５
０
０
万
円
の
積
算
内
容
、
実

施
期
間
等
、
委
託
の
相
手
方
も
含

め
て
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

同
じ
く
違
法
な
専
決
処
分
し
た

水
産
業
施
設
整
備
補
助
金
は
、
魚

選
別
機
の
購
入
補
助
と
い
う
こ
と

で
あ
る
が
、
予
算
計
上
す
る
こ
と

に
な
っ
た
経
緯
を
教
え
て
い
た
だ

き
た
い
。
ま
た
、
国
、
県
等
の
補

助
事
業
の
対
象
事
業
で
あ
る
が
、

補
助
事
業
で
な
く
国
、
県
か
ら
の

補
助
金
分
ま
で
市
が
補
助
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
理
由
が
あ
っ
た
の

か
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
の
後
、
違
法
な
専
決
が
問
題

と
な
り
、
北
さ
つ
ま
漁
業
協
同
組

合
が
補
助
金
の
辞
退
を
し
た
。
専

決
ま
で
し
て
予
算
計
上
し
た
補
助

金
で
あ
る
が
、
最
終
的
に
予
算
残

と
な
れ
ば
、
予
算
編
成
執
行
上
で

問
題
と
な
る
の
で
、
ど
の
よ
う
な

処
理
を
す
る
の
か
伺
い
た
い
。

補
正
予
算
の
専
決
処
分
に
つ

い
て
、違
法
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

内
容
に
つ
い
て
要
旨
を
細
か
く
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
と
思

う
。

市
長
等
の
旅
費
は
、
阿
久
根

市
長

議
員

市
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条
例

の
規
定
に
よ
り
、
支
給
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
市
長
の
行
事
の
４
月

か
ら
６
月
に
東
京
や
京
都
な
ど
出

張
し
て
い
る
が
、
通
常
で
あ
れ
ば

６
月
議
会
を
開
催
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
期
で
あ
り
、
議
会
軽
視

の
出
張
で
あ
る
。

特
に
５
月
１
日
か
ら
５
月
４
日

は
千
葉
市
に
地
域
振
興
策
に
係
る

視
察
を
行
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
、
ど
の

よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
か
お
尋
ね

し
た
い
。

次
に
５
月
31

日
か
ら
６
月
２
日

の
出
張
で
あ
る
が
、
内
容
は
大
学

の
講
演
と
あ
り
、
講
演
会
で
の
講

師
と
し
て
出
張
し
た
と
理
解
し
て

い
る
。
大
学
か
ら
の
要
請
で
あ
れ

ば
、
要
請
し
た
ほ
う
か
ら
講
師
料

も
含
め
て
費
用
の
負
担
が
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。
大
学
か
ら
正
式
な

要
請
が
あ
っ
た
の
か
。
あ
っ
た
と

す
れ
ば
、
旅
費
等
の
費
用
の
負
担

の
関
係
は
記
載
し
て
な
か
っ
た
の

か
お
尋
ね
し
た
い
。
阿
久
根
市
か

ら
旅
費
が
支
出
さ
れ
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
が
、
市
で
出
張
旅
費
を

負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

理
由
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

適
正
な
旅
費
等
の
支
出
に

つ
い
て
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中

市
長

l
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の
も
の
は
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
ご

み
処
理
装
置
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
現
物
を
見
て
来
た
。

近
々
そ
の
デ
モ
機
が
阿
久
根
市

に
提
供
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
大
学
の
件
で
あ
る

が
、
大
学
か
大
学
の
教
授
か
ら
授

業
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
話
が
あ

っ
た
の
で
私
が
受
け
た
。
公
の
仕

事
だ
と
考
え
て
い
る
の
で
、
不
当

だ
と
思
っ
て
い
な
い
。
正
式
な
依

頼
文
書
は
な
い
。

松
元
薫
久
議
員
、
石
澤
正
彰
議
員
、

牟
田
学
議
員
、
山
田
勝
議
員
に
対

す
る
懲
罰
特
別
委
員
会
の
報
告

懲
罰
特
別
委
員
会
は
そ
れ
ぞ
れ

付
託
さ
れ
た
懲
罰
の
案
件
に
つ
い

て
審
議
等
を
行
い
主
に
次
の
よ
う

な
報
告
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
報
告
等
の
内
容
は
要
約

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
御
了
承
く

だ
さ
い
。

懲
罰
特
別
委
員
会

委
員
長　

古
賀　

操

松
元
薫
久
議
員
に
対
す
る

懲
罰
の
件
に
つ
い
て

10

月
５
日
の
本
会
議
で
懲
罰
委

員
会
に
付
託
に
な
っ
た
案
件
は
、

松
元
薫
久
議
員
に
対
す
る
懲
罰
動

議
で
あ
る
。

10

月
７
日
、
10

月
12

日
、
10

月

15

日
の
委
員
会
で
今
回
、
懲
罰
動

議
の
原
因
と
な
っ
た
議
場
占
拠
等

の
事
実
検
証
、
他
自
治
体
で
行
わ

れ
た
懲
罰
事
例
な
ど
を
も
と
に
審

査
し
た
結
果
、
松
元
薫
久
議
員
に

は
５
日
間
の
出
席
停
止
処
分
を
科

す
も
の
と
決
し
た
。

審
査
は
阿
久
根
市
議
会
で
は
、

初
め
て
の
懲
罰
特
別
委
員
会
で
あ

り
、
そ
の
審
査
手
順
や
審
査
方
法

を
委
員
で
審
議
し
、
そ
の
方
法
で

審
議
し
た
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
性
格
の
委

員
会
で
あ
り
議
会
の
公
開
の
原
則

を
尊
重
し
、
公
平
か
つ
平
等
な
審

査
の
見
地
か
ら
報
道
機
関
に
よ
る

傍
聴
を
許
可
し
た
。

以
下
、
審
査
の
過
程
で
出
た
意

見
や
質
疑
に
つ
い
て
審
査
手
順
に

沿
っ
て
報
告
す
る
。

ま
ず
、
提
案
者
に
提
案
理
由
を

求
め
た
。

提
案
者
は
議
長
等
の
再
三
の
説

得
に
も
応
じ
ず
議
場
を
１
時
間
半

余
り
封
鎖
し
、
開
場
後
も
議
長
席

を
他
の
３
人
と
一
緒
に
占
拠
し
て

意
図
的
に
議
事
を
妨
害
し
た
。
こ

れ
は
会
議
規
則
第
１
４
４
条
及
び

１
４
６
条
に
違
反
す
る
行
為
で
あ

る
。こ

れ
に
対
し
て
の
質
問
は
全
員

協
議
会
の
途
中
で
３
人
が
議
場
に

入
り
、
松
元
議
員
だ
け
が
取
り
残

さ
れ
た
こ
と
か
ら
当
初
は
４
人
で

や
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
の
質
問
が
あ
っ

た
。次

に
今
回
、
議
場
閉
鎖
や
議
長

席
占
拠
に
い
た
る
一
連
の
行
動
の

き
っ
か
け
さ
れ
る
議
長
発
言
に
つ

い
て
、
濵
之
上
議
長
に
参
考
人
説

明
を
求
め
た
。

参
考
人
説
明
の
う
ち
松
元
議
員

に
関
し
て
は
、
松
元
議
員
を
含
む

４
名
の
議
員
が
全
員
協
議
会
に
お

い
て
、
議
長
と
市
長
と
の
会
話
を

な
ぜ
記
者
に
話
し
た
の
か
と
あ
た

か
も
何
か
悪
い
こ
と
を
し
た
か
の

よ
う
に
責
任
を
問
う
言
い
方
を
し

た
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

参
考
人
説
明
に
対
し
て
の
質
疑

は
な
か
っ
た
。

次
に
テ
レ
ビ
報
道
や
全
員
協
議

会
会
議
録
や
新
聞
記
事
等
を
資
料

と
し
て
松
元
議
員
の
行
動
検
証
を

行
っ
た
結
果
、
次
の
よ
う
な
意
見

が
出
た
。

①
全
員
協
議
会
の
途
中
３
人
が
議

場
に
入
っ
た
後
に
１
人
残
さ
れ
て

い
る
事
実
、
こ
れ
は
積
極
的
な
意

思
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
て
彼

の
性
格
か
ら
遅
れ
た
と
い
う
判
断

で
あ
っ
た
。

②
傍
聴
人
が
議
員
控
室
に
き
て
松

元
議
員
を
連
れ
て
議
場
に
入
ら
せ

た
事
実
。
議
場
に
入
っ
て
か
ら
は

う
し
ろ
の
ド
ア
の
見
張
り
役
を
し

て
い
た
。

③
議
長
席
の
占
拠
は
議
長
席
に
は

い
な
か
っ
た
の
で
占
拠
に
は
当
た

ら
な
い
。

④
議
長
席
に
は
い
な
か
っ
た
が
取

っ
た
行
動
か
ら
い
け
ば
し
た
こ
と

と
同
じ
で
あ
る
。

⑤
占
拠
は
し
た
が
積
極
的
に
関
与

し
て
い
な
い
。

⑥
議
場
封
鎖
に
手
を
貸
し
た
こ
と

に
間
違
い
な
い
。

⑦
再
三
の
説
得
に
も
か
か
わ
ら
ず

封
鎖
を
続
け
た
な
ど
で
し
た
。

次
に
松
元
議
員
よ
り
一
身
上
の

弁
明
の
申
し
出
が
あ
っ
た
の
で
許

可
し
た
。

松
元
議
員
の
弁
明
は
先
般
、
総

務
大
臣
は
阿
久
根
市
議
会
を
八
百

長
プ
ロ
レ
ス
と
表
現
し
た
。
市

議
会
混
乱
の
原
因
は
12

名
が
結

託
し
、
市
長
を
選
ん
だ
民
意
を
無

視
し
て
政
策
妨
害
を
続
け
て
き
た

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
う
え
不
信
任

決
議
か
ら
は
逃
げ
て
議
員
職
に
し

が
み
つ
く
本
当
に
醜
い
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
12

名
は
我
々
４
名
を
議

論
か
ら
排
除
し
、
談
合
で
す
べ
て

を
決
め
て
き
た
。
こ
の
懲
罰
特
別

委
員
会
も
市
民
の
傍
聴
を
許
可
せ

ず
市
民
に
隠
し
て
い
る
。
議
長
を

は
じ
め
と
す
る
談
合
と
八
百
長
の

12

名
に
は
品
位
や
信
用
、
秩
序
を

語
る
資
格
は
全
く
な
い
と
の
弁
明

で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
委
員
か
ら
は
全

く
反
省
し
て
い
な
い
と
し
、
議
員

と
し
て
議
会
の
秩
序
や
品
位
を
重

ん
じ
て
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
あ
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て

ど
う
思
う
か
の
質
問
に
対
し
て
、

弁
明
の
と
お
り
と
答
え
る
の
み
で

あ
っ
た
。

弁
明
後
の
各
委
員
か
ら
の
意
見

は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

①
弁
明
に
値
し
な
い
。

②
反
省
が
全
く
な
い
。

③
今
の
議
会
に
対
す
る
不
満
を
述

べ
た
だ
け
。

④
事
の
重
大
さ
に
対
す
る
認
識
が

な
い
。

⑤
弁
明
書
の
内
容
も
当
委
員
会
の

実
態
と
は
異
な
る
表
現
を
し
、
世

間
に
誤
解
を
与
え
る
非
常
に
疑
わ
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し
い
も
の
で
あ
る
と
の
意
見
で
あ

っ
た
。

次
に
行
動
検
証
の
総
括
の
中
で

先
の
検
証
結
果
に
加
え
て
次
の
意

見
が
聞
か
れ
た
。

①
占
拠
に
は
か
か
わ
っ
た
が
加
担

し
た
時
間
が
短
い
。

②
３
人
に
よ
る
議
場
封
鎖
の
後
、

入
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
あ
え
て
入
っ
て
い
か

な
か
っ
た
。

次
に
こ
の
よ
う
な
各
委
員
の

検
証
検
分
と
心
証
を
客
観
的
に
表

す
た
め
に
、
当
委
員
会
独
自
の
行

動
検
証
評
価
表
を
作
成
し
記
入
し

た
。そ

し
て
、
そ
の
評
価
表
と
他
自

治
体
で
の
懲
罰
事
例
を
も
と
に
松

元
議
員
に
対
し
て
の
懲
罰
を
審
査

し
た
。

そ
の
結
果
、
次
の
よ
う
な
意
見

が
出
た
。

①
評
価
点
を
見
る
限
り
委
員
の
皆

さ
ん
が
大
き
な
責
任
を
取
る
よ
う

な
行
動
は
し
て
い
な
い
。

②
積
極
的
な
関
与
が
見
受
け
ら
れ

な
い
が
違
反
行
為
が
あ
る
こ
と
は

変
わ
り
な
い

③
全
国
的
に
今
回
の
よ
う
な
事
例

は
な
く
あ
え
て
参
考
に
す
る
な
ら

ば
、
議
会
を
誹ひ

謗ぼ
う

中
ち
ゅ
う

傷し
ょ
うし
冒ぼ
う

涜と
く

し
た
こ
と
で
５
日
間
の
出
席
停
止

の
事
例
が
あ
る
。

④
地
方
自
治
法
第
１
３
２
条
、
会

議
規
則
第
１
４
４
条
、
第
１
４
６

条
に
違
反
し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
を
集
約
し
懲
罰
を

科
す
か
ど
う
か
の
採
決
を
と
り
挙

手
多
数
で
懲
罰
を
科
す
こ
と
に
決

定
し
、そ
の
懲
罰
は
採
決
の
結
果
、

５
日
間
の
出
席
停
止
と
決
し
た
。

石
澤
正
彰
議
員
に
対
す
る

懲
罰
の
件
に
つ
い
て

10

月
５
日
の
本
会
議
で
懲
罰
委

員
会
に
付
託
に
な
っ
た
案
件
は
、

石
澤
正
彰
議
員
に
対
す
る
懲
罰
動

議
で
あ
る
。

10

月
７
日
、
10

月
12

日
、
10

月

15

日
の
委
員
会
で
懲
罰
動
議
の
原

因
と
な
っ
た
議
場
占
拠
等
の
事
実

検
証
、
他
自
治
体
で
行
わ
れ
た
懲

罰
事
例
な
ど
を
も
と
に
審
査
し
た

結
果
、
石
澤
正
彰
議
員
に
は
５
日

間
の
出
席
停
止
処
分
を
科
す
も
の

と
決
し
た
。

審
査
の
過
程
で
出
た
意
見
や
質

疑
に
つ
い
て
審
査
手
順
に
沿
っ
て

報
告
す
る
。

ま
ず
、
提
案
者
に
提
案
理
由
を

求
め
た
。

提
案
者
は
議
長
等
の
再
三
の
説

得
に
も
応
じ
ず
議
場
を
１
時
間
半

余
り
封
鎖
し
、
開
場
後
も
議
長
席

を
他
の
３
人
と
一
緒
に
占
拠
し
て

意
図
的
に
議
事
を
妨
害
し
た
。

こ
れ
は
会
議
規
則
第
１
４
４
条

及
び
１
４
６
条
に
違
反
す
る
行
為

で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
も
全
員
協
議

会
等
に
お
い
て
議
員
の
品
位
を
汚

す
暴
言
を
繰
り
返
し
、
議
員
各
位

か
ら
叱し
っ

責せ
き

を
浴
び
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
も
う
一
人
の
提
案
者

よ
り
開
場
の
際
に
激
し
く
抵
抗
し

入
場
を
阻
止
し
、
議
事
再
開
を
妨

げ
る
行
為
を
行
っ
た
と
説
明
も
あ

っ
た
。

提
案
者
の
説
明
に
対
し
て
委
員

か
ら
質
疑
は
な
か
っ
た
。

次
に
今
回
議
場
閉
鎖
や
議
長
席

占
拠
に
い
た
る
一
連
の
動
き
の
き

っ
か
け
と
さ
れ
る
議
長
発
言
に
つ

い
て
、
濵
之
上
議
長
に
参
考
人
説

明
を
求
め
た
。
参
考
人
説
明
の
う

ち
石
澤
議
員
に
関
し
て
は
石
澤
議

員
を
含
む
４
名
の
議
員
が
、
全
員

協
議
会
で
議
長
と
市
長
と
の
会
話

を
な
ぜ
記
者
に
話
し
た
の
か
と
あ

た
か
も
何
か
悪
い
こ
と
を
し
た
か

の
よ
う
に
責
任
を
問
う
言
い
方
を

し
た
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
の
参
考
人
説
明
に
対
し

て
質
疑
は
な
か
っ
た
。

次
に
テ
レ
ビ
報
道
や
全
員
協
議

会
会
議
録
や
新
聞
記
事
等
を
資
料

と
し
て
石
澤
議
員
の
行
動
検
証
を

行
っ
た
結
果
、
次
の
よ
う
な
意
見

が
出
た
。

①
全
員
協
議
会
の
な
か
で
言
葉
の

暴
力
や
暴
言
を
発
し
、
そ
の
時
に

湯
飲
み
を
持
っ
て
投
げ
つ
け
る
よ

う
な
し
ぐ
さ
を
行
っ
た
。

②
議
場
後
方
の
ド
ア
の
施
錠
を

し
、
こ
の
封
鎖
に
は
積
極
的
な
役

割
を
果
た
し
た
。

③
議
場
封
鎖
後
、
傍
聴
席
に
向
か

っ
て
議
場
を
占
拠
し
ま
し
た
と
宣

言
し
た
。

④
ド
ア
を
開
け
て
な
だ
れ
込
ん
だ

時
、
強
固
に
抵
抗
し
た
。

⑤
議
長
席
の
占
拠
に
つ
い
て
は
牟

田
議
員
、
山
田
議
員
と
す
れ
ば
若

干
そ
の
度
合
い
は
薄
い
。

⑥
再
三
の
説
得
に
も
か
か
わ
ら
ず

封
鎖
を
続
け
た
事
実
が
あ
る
な
ど

で
あ
っ
た
。

次
に
石
澤
議
員
よ
り
一
身
上
の

弁
明
の
申
し
出
が
あ
っ
た
の
で
許

可
し
た
。

石
澤
議
員
の
弁
明
は
松
元
議
員

が
読
み
上
げ
た
弁
明
書
の
と
お
り

で
あ
る
と
し
て
弁
明
の
言
葉
は
な

か
っ
た
。
そ
の
後
、
委
員
の
質
疑

に
は
私
が
や
っ
た
こ
と
は
決
し
て

ほ
め
ら
れ
た
こ
と
で
は
な
い
と
思

っ
て
い
る
と
の
答
弁
で
し
た
。

弁
明
後
の
各
委
員
か
ら
は
弁
明

に
値
し
な
い
こ
と
は
先
の
松
元
議

員
と
同
じ
で
あ
る
が
、
石
澤
議
員

だ
け
が
や
や
反
省
の
色
を
だ
し
て

い
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

次
に
行
動
検
証
の
総
括
の
中
で

先
の
検
証
結
果
に
加
え
て
次
の
意

見
が
聞
か
れ
た
。

①
石
澤
議
員
に
は
会
議
規
則
第
１

４
６
条
の
何
人
も
会
議
中
に
は
み

だ
り
に
発
言
し
、
騒
ぎ
、
そ
の
他

議
事
の
妨
害
と
な
る
行
為
を
し
て

は
な
ら
な
い
に
抵
触
し
て
い
る
。

②
ド
ア
を
開
け
て
流
れ
込
む
時
、

強
固
に
抵
抗
し
た
テ
レ
ビ
報
道
を

観
て
強
烈
に
印
象
に
残
っ
た
。

③
当
議
員
は
そ
の
後
、
自
身
の
ブ

ロ
グ
で
反
省
と
取
れ
る
文
面
を
載

せ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

次
に
こ
の
よ
う
な
各
委
員
の
検

証
検
分
と
心
証
を
客
観
的
に
表
す

た
め
に
、
当
委
員
会
独
自
の
行
動

検
証
評
価
表
を
作
成
し
記
入
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
評
価
表
と
他
自
治

体
で
の
懲
罰
事
例
を
も
と
に
石
澤

議
員
に
対
し
て
の
懲
罰
を
審
査
し

た
。そ

の
結
果
、
次
の
よ
う
な
意
見

が
出
た
。

①
今
回
の
松
元
議
員
以
上
の
懲
罰

が
必
要
で
あ
る
。

②
暴
力
行
為
が
な
か
っ
た
た
め
除

名
を
す
る
ま
で
に
は
い
か
な
い

が
、
そ
の
下
の
処
分
が
５
日
間
の

出
席
停
止
し
か
な
い
。
こ
れ
に
は

不
服
だ
が
規
則
に
な
い
以
上
仕
方
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が
な
い
。

③
評
価
点
で
は
山
田
議
員
、
牟
田

議
員
よ
り
低
く
議
長
席
占
拠
の
行

動
に
関
与
し
て
い
な
い
。

以
上
の
こ
と
を
集
約
し
懲
罰
を

科
す
か
ど
う
か
の
採
決
を
取
り
挙

手
多
数
で
懲
罰
を
科
す
こ
と
に
決

定
し
、そ
の
懲
罰
は
採
決
の
結
果
、

５
日
間
の
出
席
停
止
と
決
し
た
。

牟
田
学
議
員
に
対
す
る
懲

罰
の
件
に
つ
い
て

10

月
５
日
の
本
会
議
で
懲
罰
委

員
会
に
付
託
に
な
っ
た
案
件
は
、

牟
田
学
議
員
に
対
す
る
懲
罰
動
議

で
あ
る
。

10

月
７
日
、
10

月
12

日
、
10

月

15

日
の
委
員
会
で
今
回
、
懲
罰
動

議
の
原
因
と
な
っ
た
議
場
占
拠
等

の
事
実
検
証
、
他
自
治
体
で
行
わ

れ
た
懲
罰
事
例
な
ど
を
も
と
に
審

査
し
た
結
果
、
牟
田
学
議
員
に
は

除
名
処
分
を
科
す
も
の
と
決
し
た
。

以
下
、
審
査
の
過
程
で
出
た
意

見
や
質
疑
に
つ
い
て
審
査
手
順
に

沿
っ
て
報
告
す
る
。

ま
ず
、
提
案
者
に
提
案
理
由
を

求
め
た
。

提
案
者
は
議
長
等
の
再
三
の

説
得
に
も
応
じ
ず
議
場
を
１
時
間

半
余
り
封
鎖
し
、
開
場
後
も
議
長

席
を
外
の
３
人
と
一
緒
に
占
拠
し

て
、意
図
的
に
議
事
を
妨
害
し
た
。

さ
ら
に
、
議
長
席
占
拠
の
際
、
議

長
に
暴
行
を
働
く
と
い
う
非
常
に

危
険
な
行
為
を
行
い
、
会
議
規
則

第
１
４
４
条
及
び
１
４
６
条
に
違

反
し
、
議
員
と
し
て
絶
対
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
も
う
一
人
の
提
案
者

よ
り
、
討
論
の
際
に
牟
田
議
員
よ

り
議
長
に
対
す
る
行
き
過
ぎ
た
行

動
を
わ
び
る
発
言
が
あ
っ
た
が
、

提
案
者
が
謝
罪
は
討
論
に
乗
じ
て

行
う
べ
き
で
は
な
く
、
き
ち
ん
と

し
た
場
を
も
っ
て
、
ま
た
、
議
長

に
も
す
べ
き
と
話
を
し
た
ら
、
そ

の
必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

牟
田
議
員
が
行
っ
た
謝
罪
の
意
の

信し
ん

憑
ぴ
ょ
う

性せ
い

に
疑
問
を
持
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

提
案
者
の
説
明
に
対
し
て
委
員

か
ら
の
質
疑
は
な
か
っ
た
。

次
に
、
今
回
議
場
閉
鎖
や
議
長

席
占
拠
に
い
た
る
一
連
の
行
動
の

き
っ
か
け
と
な
る
議
長
発
言
に
つ

い
て
、
濵
之
上
議
長
に
参
考
人
説

明
を
求
め
た
。
参
考
人
説
明
の
う

ち
牟
田
議
員
に
関
し
て
は
、
牟
田

議
員
を
含
む
４
名
の
議
員
が
、
全

員
協
議
会
で
議
長
と
市
長
と
の
会

話
を
な
ぜ
記
者
に
話
し
た
の
か

と
、
あ
た
か
も
何
か
悪
い
こ
と
を

し
た
か
の
よ
う
に
責
任
を
問
う
言

い
方
を
し
た
。
さ
ら
に
、
議
長
席

に
着
席
し
よ
う
と
し
た
際
に
山
田

議
員
に
羽は

交が

い
絞じ

め
さ
れ
て
い
る

状
況
で
、
う
し
ろ
か
ら
押
し
落
と

さ
れ
る
暴
行
を
受
け
、
現
在
通
院

し
加
療
中
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

そ
の
後
の
参
考
人
説
明
に
対
し

て
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

①
暴
力
行
為
を
受
け
て
現
在
治
療

中
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
診
断
書

を
提
出
で
き
な
い
か
。

②
テ
レ
ビ
報
道
を
見
る
限
り
、
相

当
な
暴
行
行
為
だ
が
、
傷
害
罪
と

し
て
刑
事
告
訴
す
べ
き
だ
。

こ
れ
に
対
し
て
参
考
人
か
ら
、

①
診
断
書
は
今
の
と
こ
ろ
出
す
気

持
ち
は
な
い
。

②
刑
事
告
訴
は
議
会
審
議
を
優
先

し
た
い
の
で
、
こ
の
懲
罰
特
別
委

員
会
の
結
果
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

静
か
に
見
守
り
た
い
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

次
に
、
テ
レ
ビ
報
道
や
全
員
協

議
会
会
議
録
、
新
聞
記
事
等
を
資

料
と
し
て
牟
田
学
議
員
の
行
動
検

証
を
行
っ
た
結
果
、
次
の
よ
う
な

意
見
が
出
た
。

①
議
場
に
入
り
、
前
方
の
ド
ア
の

施
錠
を
し
た
。

②
ド
ア
を
開
け
て
、
な
だ
れ
込
ん

だ
時
、
強
固
に
抵
抗
し
た
。

③
議
長
が
議
長
席
に
つ
く
際
、
山

田
議
員
に
妨
害
さ
れ
て
い
る
時
に

山
田
議
員
の
指
示
を
受
け
、
う
し

ろ
か
ら
突
き
飛
ば
す
暴
行
を
働
い

た
。

④
再
三
の
説
得
に
も
か
か
わ
ら
ず

封
鎖
を
続
け
た
。

⑤
議
長
席
の
椅
子
の
手
す
り
に
腰

掛
け
て
占
領
し
た
な
ど
で
あ
っ

た
。次

に
牟
田
議
員
よ
り
一
身
上
の

弁
明
の
申
し
出
が
あ
っ
た
の
で
許

可
し
た
。

牟
田
議
員
の
弁
明
は
松
元
議
員

が
読
み
上
げ
た
弁
明
書
の
と
お
り

で
あ
る
と
し
て
弁
明
の
言
葉
は
な

か
っ
た
。

そ
の
後
、
委
員
か
ら
議
論
の

場
で
議
案
討
論
の
冒
頭
謝
罪
し
た

が
、
そ
の
内
容
と
今
日
の
弁
明
書

の
整
合
性
は
と
の
質
疑
に
も
弁
明

書
の
と
お
り
で
あ
る
と
の
答
弁
で

あ
っ
た
。

弁
明
後
の
各
委
員
か
ら
の
意
見

は
、
松
元
議
員
と
同
様
で
あ
る
。

①
弁
明
に
値
し
な
い
。

②
反
省
が
全
く
な
い
。

③
今
の
議
会
に
対
す
る
不
満
を
述

べ
た
だ
け
。

④
事
の
重
大
さ
に
対
す
る
認
識
が

な
い
と
の
意
見
で
あ
っ
た
。

次
に
行
動
検
証
の
総
括
の
中

で
、
先
の
検
証
結
果
に
加
え
て
次

の
意
見
が
聞
か
れ
た
。

①
牟
田
議
員
に
は
会
議
規
則
第
１

４
６
条
の
何
人
も
会
議
中
に
は
み

だ
り
に
発
言
し
、
騒
ぎ
、
そ
の
他

議
事
の
妨
害
と
な
る
行
為
を
し
て

は
な
ら
な
い
に
抵
触
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

次
に
こ
の
よ
う
な
各
委
員
の
検

証
検
分
と
心
証
を
客
観
的
に
表
す

た
め
に
当
委
員
会
独
自
の
行
動
検

証
評
価
表
を
作
成
し
記
入
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
評
価
表
と
他
自
治

体
で
の
懲
罰
事
例
を
も
と
に
牟
田

議
員
に
対
し
て
の
懲
罰
を
審
査
し

た
。そ

の
結
果
、
次
の
よ
う
な
意
見

が
出
た
。

①
討
論
の
場
を
借
り
て
謝
罪
し
た

が
、
弁
明
の
時
に
は
そ
の
か
け
ら

も
感
じ
な
か
っ
た
。
謝
罪
を
し
た

と
は
理
解
で
き
な
い
。

②
段
差
の
あ
る
議
長
席
で
あ
の
よ

う
な
危
険
な
暴
力
行
為
は
、
４
人

の
中
で
も
許
せ
な
い
行
為
で
あ

る
。

③
評
価
点
も
４
人
中
２
番
目
に
高

く
山
田
議
員
が
指
示
し
た
と
し
て

も
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
い
た
。

暴
力
行
為
が
な
か
っ
た
ら
、
評
価

点
は
低
か
っ
た
と
思
う
。

④
山
田
議
員
と
並
ん
で
評
価
点
が

高
い
こ
の
点
数
か
ら
み
て
も
責
任

を
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

⑤
懲
罰
事
例
か
ら
横
浜
市
の
平
成
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14

年
の
事
例
が
当
て
は
ま
る
。
こ

れ
は
事
務
局
長
席
と
議
長
席
を
占

拠
し
て
、
除
名
に
な
っ
た
が
今
回

の
ケ
ー
ス
は
さ
ら
に
暴
行
行
為
ま

で
働
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
横

浜
市
以
上
の
懲
罰
が
必
要
と
考
え

る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

以
上
の
こ
と
を
集
約
し
懲
罰
を

科
す
か
ど
う
か
の
採
決
を
と
り
、

挙
手
多
数
で
懲
罰
を
科
す
こ
と
に

決
定
し
、
そ
の
懲
罰
は
採
決
の
結

果
、
除
名
処
分
と
決
し
た
。

山
田
勝
議
員
に
対
す
る
懲

罰
の
件
に
つ
い
て

10

月
５
日
の
本
会
議
で
懲
罰
委

員
会
に
付
託
に
な
っ
た
案
件
は
、

山
田
勝
議
員
に
対
す
る
懲
罰
動
議

で
あ
る
。

10

月
７
日
、
10

月
12

日
、
10

月
15

日
の
委
員
会
で
今
回
、
懲
罰

動
議
の
原
因
と
な
っ
た
議
場
占
拠

等
の
事
実
検
証
、
他
自
治
体
で
行

わ
れ
た
懲
罰
事
例
な
ど
を
も
と
に

審
査
し
た
結
果
、
山
田
勝
議
員
に

は
除
名
処
分
を
科
す
も
の
と
決
し

た
。以

下
、
審
査
の
過
程
で
出
た
意

見
や
質
疑
に
つ
い
て
審
査
手
順
に

沿
っ
て
報
告
す
る
。

ま
ず
、
提
案
者
に
提
案
理
由
を

求
め
た
。

提
案
者
は
長
年
の
議
員
経
験
と

議
長
職
も
し
た
か
た
が
、
議
長
等

の
再
三
の
説
得
に
も
応
じ
ず
議
場

を
１
時
間
半
余
り
封
鎖
し
、
開
場

後
も
議
長
席
を
他
の
３
人
と
一
緒

に
占
拠
し
て
意
図
的
に
議
事
を
妨

害
し
た
。

さ
ら
に
議
長
席
占
拠
の
際
、
議

長
を
羽は

交が

い
絞じ

め
に
す
る
暴
行
を

働
く
と
い
う
常
軌
を
逸
し
た
行
為

は
会
議
規
則
第
１
４
４
条
、
１
４

６
条
に
違
反
し
、
ベ
テ
ラ
ン
議
員

と
し
て
新
人
議
員
を
率
い
て
の
行

動
は
絶
対
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も

の
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

提
案
者
の
説
明
に
対
し
て
委
員

か
ら
質
疑
が
あ
っ
た
。

①
ど
う
い
う
こ
と
か
ら
山
田
議
員

が
先
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と

感
じ
ら
れ
た
か
の
問
い
に
、
全
員

協
議
会
途
中
に「
も
う
だ
っ
た
ら
、

議
会
は
さ
せ
な
い
。」
と
言
い
な

が
ら
議
場
に
走
っ
て
行
っ
た
と
同

時
に
他
の
２
人
も
追
随
し
て
行
っ

た
こ
と
。
牟
田
議
員
の
暴
力
行
為

も
促
す
よ
う
な
指
示
を
し
た
か
ら

感
じ
た
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。

②
今
回
の
行
動
は
計
画
性
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
の
問
い
に
、
４

名
は
山
田
議
員
の
手
法
の
も
と
に

同
一
行
動
を
取
っ
て
い
る
と
感
じ

た
。
そ
し
て
計
画
の
首
謀
者
は
山

田
議
員
だ
と
認
識
し
た
と
の
答
弁

あ
っ
た
。

③
今
回
の
行
動
の
意
図
す
る
目
的

と
は
何
だ
っ
た
と
お
考
え
か
の
問

い
に
、
人
事
案
件
を
含
め
た
議
案

審
議
の
中
で
議
会
を
封
鎖
す
る
形

で
流
会
さ
せ
、
議
会
が
議
決
し
な

い
専
決
処
分
の
要
件
を
作
り
出
し

違
法
と
は
い
え
、
そ
れ
を
も
っ
て

地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
の
専
決

処
分
を
正
当
化
し
よ
う
と
し
た
と

考
え
る
。
そ
れ
か
ら
山
田
議
員
は

市
長
が
議
長
と
の
会
話
を
録
音
し

た
テ
ー
プ
の
存
在
を
全
員
協
議
会

の
中
で
公
言
し
、
そ
の
テ
ー
プ
を

聴
い
た
山
田
議
員
ら
が
そ
れ
を
題

材
に
し
て
議
会
を
で
き
な
く
し
て

専
決
あ
り
き
の
方
向
に
持
っ
て
い

こ
う
と
画
策
し
た
と
の
答
弁
で
あ

っ
た
。

次
に
今
回
議
場
閉
鎖
も
し
く

は
、
議
長
席
占
拠
に
い
た
る
一
連

の
行
動
の
き
っ
か
け
と
さ
れ
る
議

長
発
言
に
つ
い
て
、
濵
之
上
議
長

に
参
考
人
説
明
を
求
め
た
。
参
考

人
説
明
の
う
ち
山
田
議
員
に
関
し

て
は
山
田
議
員
を
含
む
４
名
の
議

員
が
、
全
員
協
議
会
で
議
長
と
市

長
と
の
会
話
を
な
ぜ
記
者
に
話
し

た
の
か
と
、
あ
た
か
も
何
か
悪
い

こ
と
を
し
た
か
の
よ
う
に
責
任
を

問
う
言
い
方
を
し
た
。

さ
ら
に
議
長
席
に
着
席
し
よ
う

と
し
た
際
に
山
田
議
員
に
羽は

交が

い

絞じ

め
に
さ
れ
て
着
席
で
き
ず
、
山

田
議
員
の
指
示
に
よ
る
牟
田
議
員

の
暴
行
に
よ
り
、
う
し
ろ
か
ら
押

し
落
と
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。そ

の
後
の
参
考
人
説
明
に
対

し
て
の
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

①
４
人
の
議
員
の
行
動
は
有
効
な

専
決
処
分
の
理
由
を
作
る
た
め
の

手
段
で
あ
っ
た
の
で
は
の
問
い

に
、
全
く
そ
の
と
お
り
で
あ
り
、

専
決
を
目
指
し
た
行
動
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。

②
議
長
と
市
長
の
や
り
と
り
が
録

音
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
発
言
が
あ

っ
た
が
の
問
い
に
、
市
長
と
の
や

り
と
り
の
際
に
レ
コ
ー
ダ
ー
は
な

か
っ
た
。
そ
の
録
音
が
あ
る
と
し

た
ら
市
長
が
隠
し
録
り
を
し
て
い

た
の
で
は
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。

③
仙
波
氏
が
市
長
と
の
会
話
を
取

り
消
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
議

長
が
言
っ
た
そ
れ
な
ら
専
決
を
す

れ
ば
い
い
の
発
言
が
誤
っ
た
発
言

で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
を
確
定
さ

せ
に
き
た
の
で
は
の
問
い
に
、
ま

さ
に
私
も
そ
う
思
っ
て
い
る
と
の

答
弁
で
あ
っ
た
。

④
９
月
27

日
の
議
長
と
市
長
と
の

話
し
合
い
の
内
容
を
山
田
議
員
は

市
長
か
ら
聞
き
、
29

日
の
議
会
行

動
す
べ
て
意
図
的
に
描
か
れ
て
い

た
の
で
は
の
問
い
に
、
全
員
協
議

会
の
と
き
山
田
議
員
が
市
長
か
ら

聞
い
た
と
言
い
、
あ
ん
な
大
騒
ぎ

を
す
る
ま
さ
に
、
策
略
的
だ
っ
た

と
思
う
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。

⑤
議
長
と
市
長
と
の
会
話
が
山
田

議
員
に
伝
わ
っ
た
経
緯
で
盗
聴
さ

れ
た
と
の
懸
念
が
あ
る
が
、
盗
聴

さ
れ
た
こ
と
で
相
手
を
告
発
す
る

つ
も
り
は
な
い
か
の
問
い
に
、
確

認
、
検
討
し
た
い
と
の
答
弁
で
あ

っ
た
。

次
に
テ
レ
ビ
報
道
や
全
員
協
議

会
会
議
録
や
新
聞
記
事
等
を
資
料

と
し
て
山
田
議
員
の
行
動
検
証
を

行
っ
た
結
果
、
次
の
よ
う
な
意
見

が
出
た
。

①
全
員
協
議
会
で
の
話
し
合
い
の

途
中
で
「
議
会
は
さ
せ
ん
。」
と

言
っ
て
行
動
を
先
導
す
る
よ
う
に

議
場
に
入
っ
て
行
っ
た
。

②
議
場
に
入
っ
た
あ
と
施
錠
を
す

る
よ
う
指
示
し
た
。

③
議
長
等
の
再
三
の
説
得
に
も
か

か
わ
ら
ず
封
鎖
を
し
続
け
た
。

④
議
長
が
議
長
席
に
行
こ
う
と
す

る
と
羽は

交が

い
絞じ

め
に
し
て
阻
止
し

た
。

⑤
牟
田
議
員
に
、
う
し
ろ
か
ら
押

せ
と
も
取
れ
る
よ
う
な
暴
行
行
為

を
促
す
よ
う
な
指
示
を
し
た
。

⑥
議
長
席
に
座
っ
て
占
拠
し
た
な

ど
で
あ
っ
た
。
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次
に
山
田
議
員
よ
り
一
身
上
の

弁
明
の
申
し
出
が
あ
っ
た
の
で
許

可
し
た
。

山
田
議
員
の
弁
明
は
先
の
３
人

が
し
た
の
と
同
じ
で
あ
る
と
し
て

弁
明
の
言
葉
は
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
委
員
か
ら
議
員
を
28

年
も
や
っ
て
き
た
あ
な
た
が
議
場

の
秩
序
と
品
位
を
傷
つ
け
た
こ
と

に
対
し
、
ど
う
考
え
る
か
の
問
い

に
、
言
わ
れ
る
こ
と
は
分
か
る
が

こ
ん
な
議
会
は
初
め
て
だ
か
ら
自

分
の
抵
抗
の
限
界
だ
っ
た
と
の
答

弁
で
あ
っ
た
。

弁
明
後
の
各
委
員
か
ら
の
意
見

は
先
の
議
員
同
様
で
あ
る
。

①
弁
明
に
値
し
な
い
。

②
反
省
が
全
く
な
い

③
今
の
議
会
に
対
す
る
不
満
を
述

べ
た
だ
け
。

④
事
の
重
大
さ
に
対
す
る
認
識
が

な
い
と
の
意
見
で
あ
っ
た
。

次
に
行
動
検
証
の
総
括
の
中
で

先
の
検
証
結
果
に
加
え
て
次
の
意

見
が
聞
か
れ
た
。

山
田
議
員
に
対
し
て
は
会
議
規

則
第
１
４
６
条
の
何
人
も
会
議
中

に
は
み
だ
り
に
発
言
し
、
騒
ぎ
、

そ
の
他
議
事
の
妨
害
と
な
る
行
為

を
し
て
は
な
ら
な
い
に
抵
触
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

次
に
こ
の
よ
う
な
各
委
員
の

検
証
検
分
と
心
証
を
客
観
的
に
表

す
た
め
に
、
当
委
員
会
独
自
の
行

動
検
証
評
価
表
を
作
成
し
記
入
し

た
。そ

し
て
、
そ
の
評
価
表
と
他
自

治
体
で
の
懲
罰
事
例
を
基
に
山
田

議
員
に
対
し
て
の
懲
罰
を
審
査
し

た
。そ

の
結
果
、
次
の
よ
う
な
意
見

が
出
た
。

①
こ
の
事
件
の
口
火
を
切
っ
た
。

②
こ
の
事
件
の
リ
ー
ダ
ー
で
議
場

占
拠
を
す
る
と
発
言
し
行
動
し
た
。

③
28

年
の
議
員
で
議
長
職
も
経
験

し
た
山
田
議
員
が
自
分
の
抵
抗
の

限
界
で
あ
る
と
称
し
て
こ
の
よ
う

な
暴
挙
に
及
ん
だ
こ
と
は
、
非
常

に
罪
が
重
い
。

④
自
分
の
意
見
が
通
ら
な
け
れ
ば

こ
の
よ
う
な
行
動
を
起
こ
す
と

は
、
議
員
に
あ
る
ま
じ
き
行
為
で

あ
り
、
山
田
議
員
の
経
歴
か
ら
し

て
も
も
っ
て
の
ほ
か
と
感
じ
る
。

⑤
山
田
議
員
が
こ
の
よ
う
な
行
動

を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
他
の
３
人
も

こ
の
よ
う
な
行
動
に
は
で
な
か
っ

た
と
思
う
。非
常
に
残
念
で
あ
る
。

⑥
山
田
議
員
の
キ
ャ
リ
ア
か
ら
し

て
も
他
の
議
員
を
誘
導
し
て
行
っ

た
行
為
は
非
常
に
重
く
議
場
の
占

拠
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
の

よ
う
に
な
る
か
と
い
う
こ
と
も
十

分
に
把
握
し
な
が
ら
行
っ
た
行
動

は
、
厳
重
な
処
分
を
科
す
べ
き
で

あ
る
。

⑦
全
国
の
懲
罰
事
例
に
も
な
い
よ

う
な
重
大
な
事
犯
が
十
分
な
経
験

で
判
断
で
き
る
山
田
議
員
が
起
こ

し
た
こ
と
は
、
責
任
重
大
で
あ
り

除
名
処
分
が
妥
当
で
あ
る
と
の
意

見
で
あ
っ
た
。

以
上
の
こ
と
を
集
約
し
懲
罰
を

科
す
か
ど
う
か
の
採
決
を
と
り
、

挙
手
多
数
で
懲
罰
を
科
す
こ
と
に

決
定
し
、
そ
の
懲
罰
は
採
決
の
結

果
、
除
名
処
分
と
決
し
た
。

会

期

日

程

会
期９

月
29

日
か
ら
平
成
23

年
１
月
21

日
ま
で
の
１
１
５
日
間

９
月
29

日　
　
　
　
　
　
　

本
会
議

○　

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

○　

会
期
の
決
定

○　

諸
般
の
報
告

○　

報
告
・
一
般
議
案
・
条
例
・

補
正
予
算

９
月
30

日　
　
　
　
　
　
　

本
会
議

○　

一
般
議
案
・
条
例
・
補
正
予

算

10

月
５
日　
　
　
　
　
　
　

本
会
議

○　

一
般
議
案
・
条
例
・
補
正
予

算
、
陳
情

10

月
６
日　
　
　
　
　
　
　

委
員
会

○　

補
正
予
算
、
陳
情
等
に
つ
い

て
の
審
査

10

月
７
日　
　
　
　
　
　
　

委
員
会

○　

懲
罰
に
つ
い
て
の
審
査

10

月
８
日　
　
　
　
　
　
　

委
員
会

○　

総
合
計
画
に
つ
い
て
の
審
査

10

月
12

日　
　
　
　
　
　
　

委
員
会

○　

総
合
計
画
に
つ
い
て
の
審

査
、
懲
罰
に
つ
い
て
の
審
査

10

月
15

日　
　
　
　
　
　
　

委
員
会

○　

懲
罰
に
つ
い
て
の
審
査

10

月
18

日　
　
　
　
　
　
　

本
会
議

○　

委
員
長
報
告
、
表
決

10

月
19

日　
　
　
　
　
　
　

本
会
議

○　

一
般
質
問

10

月
20

日　
　
　
　
　
　
　

本
会
議

○　

補
正
予
算

10

月
25

・
26

・
28

日

11

月
１
日　
　
　
　
　
　
　

委
員
会

○　

過
疎
計
画
に
つ
い
て
の
審
査

10

月
27

日　
　
　
　
　
　
　

本
会
議

○　

補
正
予
算

10

月
27

日　
　
　
　
　
　
　

委
員
会

○　

過
疎
計
画
に
つ
い
て
の
審
査

11

月
４
・
５
・
８
・
９
日　

委
員
会

○　

決
算
に
つ
い
て
の
審
査

11

月
24

日　
　
　
　
　
　
　

本
会
議

○　

委
員
長
報
告
、
表
決
、
陳
情

11

月
29

日　
　
　
　
　
　
　

委
員
会

○　

陳
情
に
つ
い
て
の
審
査

12

月
７
日　
　
　
　
　
　
　

委
員
会

○　

陳
情
に
つ
い
て
の
審
査

12

月
９
日　
　
　
　
　
　
　

委
員
会

○　

一
般
議
案
に
つ
い
て
の
審
査

12

月
13

日　
　
　
　
　
　
　

本
会
議

○　

委
員
長
報
告
、
表
決

12

月
28

日　
　
　
　
　
　
　

本
会
議

○　

選
挙
、
陳
情
、
意
見
書

12

月
28

日 

委
員
会

○　

陳
情
に
つ
い
て
の
審
査

平
成
23

年
１
月
６
日 

本
会
議

○　

決
議
、
意
見
書

１
月
７
日 

委
員
会

○　

陳
情
に
つ
い
て
の
審
査

１
月
18

日 

本
会
議

○　

議
席
の
指
定
、
常
任
委
員
の

選
任
、
陳
情

１
月
18

日 

委
員
会

○　

陳
情
に
つ
い
て
の
審
査

１
月
21

日 

本
会
議

○　

委
員
長
報
告
、
表
決

※
可
決
さ
れ
た
も
の

◎
違
法
で
無
効
な
副
市
長
選
任
等
の

専
決
処
分
の
是
正
を
求
め
る
決
議

◎
議
決
さ
れ
た
条
例
を
即
時
に
公
布

し
違
法
状
態
の
解
消
を
求
め
る
決

議
◎
竹
原
市
長
の
真
摯
な
議
会
対
応
を

求
め
る
決
議

◎
正
当
な
市
長
職
務
代
理
者
に
よ
る

市
政
執
行
を
求
め
る
決
議

◎
市
民
生
活
に
直
結
す
る
補
正
予
算

の
早
急
な
提
出
を
求
め
る
決
議

◎
違
法
で
か
つ
無
効
の
「
独
裁
」
的

専
決
処
分
に
抗
議
す
る
決
議

◎
潟
土
地
区
画
整
理
地
内
の
土
地

決

議
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※
同
意
さ
れ
た
も
の

◎
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委

員
の
選
任
に
つ
い
て

松　

永　

秀　

雄　

氏

◎
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
つ
い

て上　

野　

正　

順　

氏

※
不
同
意
さ
れ
た
も
の

◎
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
つ

い
て

餅　

越　

ま
す
み　

氏

工　

藤　

公　

雄　

氏

長
深
田　
　

悟　
　

氏

◎
公
平
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
つ

い
て

内　

田　

澄　

則　

氏

平　

岡　

ま
り
子　

氏

人

事

案

件

※
決
定
さ
れ
た
も
の

◎
５
日
間
の
出
席
停
止
の
処
分

松　

元　

薫　

久　

議
員

石　

澤　

正　

彰　

議
員

◎
除
名
処
分

牟　

田　
　

学　

議
員

山　

田　
　

勝　

議
員

懲
罰
動
議
の
件

お

知

ら

せ

◎　

議
会
会
議
録
の
閲
覧
に
つ
い

て
、
本
会
議
の
質
問
や
答
弁
内
容

を
詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方

は
、
市
立
図
書
館
で｢

市
議
会

会
議
録｣

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
平
成

十
五
年
第
三
回
市
議
会
定
例
会
か

ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

※　

議
会
だ
よ
り
、
議
会
傍
聴
に
関

す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
議
会

事
務
局
ま
で
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

（
七
二
）
〇
八
一
五

違法で無効な副市長選任等の専決処分の是正を求める決議
竹原市長は、平成22年第１回定例市議会の会期途中から議会への出席を拒否し、その後は市議会を招集しよう
とせず、市議会議員からの臨時議会開会請求をも無視し続けてきた。この異常事態に対し、鹿児島県知事からは
２度にわたる是正勧告がなされ、早期の議会招集が求められたところである。
しかし、その後も臨時市議会の招集はなされず、議員からの請求に係る招集期限後においても専決処分が強行
された。
仙波敏郎氏の副市長選任に係る専決処分も臨時議会招集請求に応じず、明らかな違法状態の下で行われたもの
であり、総務大臣や鹿児島県知事が違法との見解を示すなど市内外からその法的無効性が言われている。
本年８月25日及び26日にようやく行われた臨時議会において提案された専決処分のうち、不承認と決した専決
処分は、地方自治法第179条第１項に規定する専決処分の事由のいずれにも該当しないとして不承認とされたもの
であり、これは阿久根市議会が仙波敏郎氏を阿久根市副市長として認めないという意思を明確にしたものである。
しかし、このような状況においても竹原市長及び仙波氏は、議会に報告したことをもって専決処分が有効なも

のとし、副市長としての事務実施の正当性を主張しているが、もともと違法で無効なものが有効になるはずはな
く、これは説得性を持ち得ない全く理解不能な論理である。また、「違法かどうかは司法が判断すべきこと」と
しているが、行政は法令に基づいて行われるべきで、行政の執行者は法令への適合性を常に意識しながら事務に
従事しなければならない。竹原市長及び仙波氏の見解は、法律に基づいた行政を行うべき責任を有している立場
にありながら、また、その職に就こうとする者としては極めて不見識なものであると言わなければならない。
今後においても、竹原市長が仙波氏を副市長の職にある者と主張し、その職務を行わせようとすることは、既

成事実を積み重ね、違法な選任人事を議会と市民に追認させるものであり、二元代表制の原則を大きく踏み外れ、
法秩序の崩壊、行政への信頼の失墜を招くもので決して許されるものではない。
以上のことから、阿久根市議会は、改めて、仙波敏郎氏を阿久根市副市長の地位にある者として認めないこと

を明確にするものである。
よって、阿久根市議会は、仙波氏に対し、自らがその職に留まることは将来的にさまざまな問題を引き起し、

事態の収拾をさらに困難ならしめ、公益を損なうことにつながることを深く自覚して、速やかに市政への関与か
ら退くとともに、自ら直ちに本議場から退席を強く求めるものである。
同時に、竹原市長においては、法律の利己的解釈をやめ、独断により専決した副市長選任議案が違法で無効な
ものであることを認め、仙波氏を副市長として市政運営に関与させず、また、市議会が不承認とした専決処分に
おいて適切な措置を講ずるよう強く要請するものである。
以上、決議する。

平成22年９月29日
阿久根市議会

可 決 さ れ た 決 議
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（
旧
保
留
地
）
公
売
の
一
時
停
止

を
求
め
る
決
議

※
否
決
さ
れ
た
も
の

◎
濵
之
上
議
長
に
対
す
る
不
信
任
決

議

選
挙
管
理
委
員
補
充
員
が
す
べ
て

欠
員
と
な
っ
た
た
め
、
平
成
22

年
12

月
28

日
の
議
会
に
お
い
て
選
挙
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

◎
補
充
員

樫
八
重　
　

勝

松　

元　

安　

秀

吉　

瀬　

千
賀
子

宇　

都　

秋　

夫

阿
久
根
市
選
挙
管
理

委
員
補
充
員
の
選
挙

◎
議
員
失
職
に
伴
う
阿
久
根
市
議
会

議
員
補
欠
選
挙
が
平
成
23

年
月
１

月
９
日
に
告
示
さ
れ
山
田
勝
氏
と

牟
田
学
氏
が
無
投
票
当
選
と
な
り

ま
し
た
。

新
議
員
紹
介
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議決された条例を即時に公布し違法状態の解消を求める決議

阿久根市議会は、平成22年８月26日の本会議において「阿久根市議会定例会条例の一部を改正する条例の制定

について」の議案を賛成多数で可決した。

この議案は、地方自治法第112条の規定に基づいて適法に議会に提出され、本会議での審議手続を経て制定が

可決された条例である。

地方自治法第16条第２項では、地方公共団体の長は、条例制定の議決があり制定された条例の送付を受けた場

合において再議の必要がないと認めるときは、送付を受けた日から20日以内に公布しなければならないと定めて

いる。

しかしながら、竹原市長は、条例送付後再議に付す手続はとらないまま、公布期限の９月16日までに公布しな

かった。

このことは、解釈の余地もなく法の明文の規定に抵触する違法な行為である。

竹原市長は、これまで「議会が自分に対し不信任の状態だから」と、法を自らに都合のいいように解釈し、自

らが違法に行った専決処分の正当性を主張してきた。今回、解釈の余地がない事案に際しては、公然と法律を犯

して、自らが気に入らない施策の実施を妨害している。自己の利益のためだけに行動する態度は、竹原市長の口

癖である「市民のため」との言葉とは全く正反対の、「自分の保身のために行政を運営する」と自ら告白してい

るようなものである。

議会が正式に議決した条例を公布しないことは、二元代表制に基づく地方自治を根本から否定するものである。

竹原市長は自らが犯している法律違反の重大性を深く反省し、正当な手続を経て可決された条例の公布を即時

に行い、違法状態を解消するよう、強く求めるものである。

以上、決議する。

平成22年９月30日

阿久根市議会

竹原市長の真摯な議会対応を求める決議

竹原市長は、本日の本会議への出席を拒否し、市長自ら提案した平成22年度阿久根市一般会計補正予算等の委

員長報告・表決について、どのような審議が行われ、その結果どのような表決となったかを注視しようとせず、

極めて不誠実な態度をとっている。

また、大川地区の区長連絡協議会等から提出されている大川診療所の再開に関する陳情書などの委員会での審

議内容にも耳を傾けようとしていない。

一方、今期定例会においても、人事案件等に関する議員の質疑に対し、議案に記載してある中で判断していた

だきたい旨の答弁を繰り返すなど、議員の質疑に正面から向き合おうとせず、極めて不誠実な対応に終始してい

る。

このように、竹原市長の議会への不誠実さ及び行政のトップとしての説明責任を果たさない態度に対し、また、

二元代表制を無視した独善的な市政運営をとり続けている竹原市長に対し、厳しくその責任を問うものである。

よって、竹原市長に対し、行政責任者としての自覚を促し、真摯な議会対応を強く求めるものである。

以上、決議する。

平成22年10月18日

阿久根市議会
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正当な市長職務代理者による市政執行を求める決議
平成22年12月５日執行された市長解職投票の結果、阿久根市長は失職した。このことを受けて、現在、市当局
においては、議会の招集請求があるにもかかわらず、これを開かないまま違法な専決処分により「副市長」に選
任された仙波敏郎氏が市長職務代理者として市長の職務を代理しているとされている。
市議会は、９月29日の本会議において、「違法で無効な副市長選任の専決処分の是正を求める決議」を可決し、

仙波氏の「副市長」選任は無効であり、認めることができないとの姿勢を明らかにしている。このことから、も
ともと無効な立場にある者が市を代表する市長職務代理者に就任することは、さらに違法を重ねるものであり、
到底認めることができない。
本市において、市を代表する市長職務代理者が、その立場に法的な疑義を抱かれることとなれば、市行政への
信頼を失うこととなる。
したがって、市長職務代理者には、高い識見と公正をもって、特に法令による行政の原理に基づいた事務の執

行が求められる。
ついては、市行政への信頼を確保し混乱を回避するため、法的正当性のない者の市長職務代理者としての市政

執行を直ちに中止し、正当な市長職務代理者による適正な市政の執行を強く求めるものである。
以上、決議する。

平成22年12月13日
阿久根市議会

市民生活に直結する補正予算の早急な提出を求める決議
平成22年11月24日、阿久根市議会は、第２回阿久根市議会定例会の会期を12月28日まで延長した。
これまで、市当局は、この会期延長を不服として11月24日の本会議を退席し、12月７日に開催された産業厚生
委員会へも出席せず、本日の会議にも出席していない。これは、市民の代表機関である議会での説明を拒否する
という市民に対する背信行為である。
今回の会期の延長は、９月定例会の招集の遅れはもとより、陳情の審査等の必要があることから、地方自治法

第102条第６項及び阿久根市議会会議規則第６条の規定により、議会の議決をもってなされた適法なものである。
しかし、市当局は会期の延長により、条例で定める年４回の議会定例会の招集ができないとし、会期延長は無

効であるとして、議会への出席はおろか、平成22年11月18日に一たん議員に配布した生活保護費等の市民生活に
直結する補正予算の提出をしていない。
定例会を年４回招集すると定めた条例の趣旨は、定期的に議会を招集することを市長に義務付け、議会におい
て議案等の審議、議決を行い、施策の決定とその執行を促し市民福祉の向上に資するものとすることである。そ
して、この趣旨は、現在開会中の市議会に関係の議案を提案して審議し、決定することにより充足することが可
能であって、会期の延長は、市長の議会招集権への不当な干渉ではなく条例の趣旨に沿うものである。
そもそも定例会の開催回数の問題は３月定例会における第５次阿久根市総合計画等に関する審議への出席拒否
や、６月に議会を招集しなかった市長の違法行為並びに９月定例会の招集の遅れに起因している。市当局として、
市長の違法行為は封印しながら、他に責任を押し付けることは許されない。
さらに、８月26日の第１回阿久根市議会臨時会において、議会は、柔軟な会期の設定を可能とする定例会条例

の改正を行った。しかし、この条例は市長において公布されていない。公布を拒否することは、地方自治法第16

条第２項に明確に違反している。このことについては、９月29日に「議決された条例を即時に公布し違法状態の
解消を求める決議」もなされたが、いまだに公布がなされていない。そして、今回の会期延長は、この条例を前
提としたものではないし、また、市当局として、条例が公布されていないという市長自らが招いた違法状態をこ
そ直ちに解消すべきであるのに、その違法状態を主張の根拠にするのは、法律の理解を欠いたものである。
しかしながら、市民生活への影響を考えるとき、市民生活に不可欠な補正予算の審議は、まさに喫緊の課題で
ある。したがって、市議会は、市当局に対して、早急な補正予算の提出を求めるとともに、提出された補正予算
については、提案者の如何にかかわらず、市民生活への支障を回避する観点から審議を行うこととする。
市民生活に直結する補正予算を提出しないことは、市民生活に大きな影響を及ぼすものであり許されないもの
であり、市当局の責任は免れない。
議会は、いつでも審議ができる状態にあり、開会中の議会に必要な補正予算を提出することこそ市民の負託に

応えることである。
市当局に対し、市民生活に直結する補正予算を早急に提出し、議会での審議に応ずるよう重ねて求めるもので
ある。
以上、決議する。

平成22年12月13日
阿久根市議会

¡7
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潟土地区画整理地内の土地（旧保留地）公売の一時停止を求める決議

潟土地区画整理地内の旧保留地の公売について、防災行政無線放送や広報あくね１月号により、公売における
募集が行われようとしている。
この行為は、違法な専決処分によって選任され、その違法性が厳しく問われる中で、市長職務代理者となった
仙波氏が、市長選挙が行われる直前唐突に、市長職務代理者としての職分を逸脱して行ったもので、到底認めら
れるものではない。
また、土地等の売買は、市場原理によってその価格が決定されなければならない。同区画内には民間の売り地

も多数あり、行政が不当にその価格を下げることは、厳に慎まなければならない。現行のままこの公売が実施さ
れれば、同区内の土地価格は確実に下落し、阿久根市内全域に影響を与え、固有財産の価値が目減りする事態と
なる恐れがある。
このようなことから、新市長によって熟慮され、議論が尽くされ、大多数の市民の同意が得られる環境が整っ
たうえで、その処置が決定されるまで、潟土地区画整理地内の土地（旧保留地）公売を一時停止するよう求める
ものである。
以上、決議する。

平成23年１月18日
阿久根市議会

違法かつ無効の「独裁」的専決処分に抗議する決議

市当局は、議会の開会中であるにもかかわらず、平成22年度阿久根市一般会計補正予算（第10号）を含む５件
の補正予算の専決処分を平成23年１月４日行った。
しかも、それを行ったのは、違法で無効な専決処分により副市長に選任され、市議会が不同意としている仙波

敏郎氏である。違法かつ無効な副市長は市長職務代理者としても違法であり、そのような者がこのような専決処
分を行うことは、極めて異常な事態であり、規範意識を著しく欠くものと言わざるを得ない。
また、補正予算の内容も「みなみ保育園運営業務委託料」等の債務負担行為の追加補正が行われるなど、市長

職務代理者の権限を逸脱した内容となっている。
そもそも、政策的な業務の実施は公選による民意を得た市長が行うべきものであり、市長不在時の職務代理者
の職分は経常的又は緊急なものに限定されるものである。
したがって、平成23年度から実施する政策的な経費に係る債務負担行為は、近日中に市長選挙が行われること
から、新たな市長の下で設定されるべきであり、新年度の政策的経費を市長職務代理者が決定することは、市長
職務代理者としての分を大きく超えるものであり、政治的、道義的な責任を免れない。
更に、専決処分は議会議決を得ることができない場合に例外的に認められたものであり、議会は開会中である
ことから専決処分ができるはずがなく、地方自治法第179条に明確に違反する無効なものである。
本市議会は、「環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ）への対応に関する陳情書」等や撤回した補正予算の審

議等が必要なことを踏まえて、今期定例会の当初の会期を12月28日まで延長した。
しかし、この会期中において、市当局は議案の提案はおろか、議会への出席さえしなかった。
それどころか、前市長が失職し、市長選挙が間近になった年末に、一方的に「みなみ保育園」を強引に特定の

業者に運営委託させることの保護者説明会を開き、その強引な方針決定のあり方について、保護者から反発の声
が上がり、「みなみ保育園の拙速な民間委託を行わず、保育のあり方について十分な説明と議論を求める陳情書」
も提出されたところである。
このような状況を踏まえ、市議会としては、市民の意見に速やかに対応し、また市民生活に欠かせない補正予
算の早急な審議が必要であると判断し、更に会期を延長し、いつでも議案審議ができる状況を確保したところで
ある。
このように、議会は、専決処分をしなくてもよい状況を作り上げて、いつでも審議ができるようにしているに

もかかわらず、当該予算を議会に提案せず、違法で無効な専決処分を行ったことは、法的、政治的、道義的に断
じて許すことはできないものである。
よって、この違法かつ無効の専決処分は、憲法及び地方自治法が掲げる二元代表制をないがしろにし、法令に

基づく行政運営を否定する暴挙であり、また、権力の乱用による身勝手で極めて「独裁」的な行政手法であり、
当該専決処分を行った市当局に強く抗議するものである。
以上、決議する。

平成23年１月６日
阿久根市議会
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環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ）への対応に

関する意見書

世界的な人口増とグローバリズムの流れの一方で、「自国優先」の資源ナショナリズムが台頭し、食料につい

ても国家戦略の重要事項として位置づけられている中で、国は、本年３月に策定した新しい基本計画において、

我が国の食料自給率を50パーセントに引き上げることとしたところである。

このような中で、菅内閣総理大臣は、10月の所信表明演説の中で、唐突に環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰ

Ｐ）への参加について検討することを表明したが、このことは、農業・農村の持つ多面的機能などに関する幅広

い国民的議論を経ることなく発言された拙速なものであり、また、これまでの我が国の国際貿易交渉の基本理念

を大きく逸脱するものであると大変危惧している。

例外なき関税撤廃を前提とする環太平洋戦略的経済連携協定への参加は、単に国内食料自給率の低下をまねく

だけでなく、日本農業と地域社会を崩壊させるものであり、全国有数の食糧供給県である本県においても、農業

生産額の大幅な減少などさまざまな影響が予想される。

また、拙速にこの交渉へ参加した場合、農業・農村の多面的機能の維持・存続を根底から揺るがすことになる

だけでなく、情報・金融・郵政等幅広い分野さらには雇用への深刻な影響も懸念される。

さらに農業は、地域において食品加工、運輸、流通・販売、観光など広範囲な産業と密接に結びついており、

農業への壊滅的な打撃は、単に農業関係者だけでなく、あらゆる産業において地域経済をより一層大きく冷え込

ませ、雇用環境を極度に悪化させるおそれがある。

よって、政府におかれては、我が国の農業振興や食料安全保障をはじめ経済全体に与える影響を十分考慮し、

より慎重に対応するよう、下記の事項について強く要望する。

記

１　関税撤廃が原則である環太平洋戦略的経済連携協定への参加は国内農業へ甚大な影響を与えるのみならず、

我が国の食糧事情を極めて危険な状況に追い込み、食糧安全保障の観点から国の存続を危うくする可能性が高

いため、拙速に参加を表明しないこと。

２　今後、国際貿易交渉に当たっては、『「多様な農業の共存」を基本理念として、食料安全保障の確保や農業の

多面的機能の発揮を図るなど、日本提案の実現を目指す』というこれまでの我が国の基本方針を堅持し、食の

安全・安定供給、食料自給率の向上、国内農業・農村の振興などを損なわないよう対応すること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成22年12月13日

阿久根市議会

可 決 さ れ た 意 見 書
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現行の肉用牛免税制度の存続を求める意見書

民主党の税制改正プロジェクトチームは、11月１日の総会で、肉用牛の免税措置に関し、一定の経過措置を取

りつつ段階的に縮減する趣旨の見直し案を決定した。

畜産農家は、本年４月宮崎県で発生した家畜伝染病「口蹄疫」により、甚大な被害を受けており、鹿児島県に

おいても本市を含めて、大きな損失を被ったところである。

今回の、免税制度の見直しは、畜産農家の経営実態を無視したものであり、免税制度の下でなんとか続けられ

ている肉用牛の生産を断念せざるを得ない状況に至らしめるものである。

よって、肉用牛の免税制度の廃止・縮減には、決して容認することはできないものであり、政府は、現行の肉

用牛の免税制度を存続し、口蹄疫の影響等で厳しい経営を余儀なくされている畜産農家及び畜産業界の経営安定

のため、現行の肉用牛の免税制度を存続するよう強く求めるものである。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成22年12月13日

阿久根市議会

早急な鳥インフルエンザ対策を求める意見書

平成22年12月21日、環境省は出水市に飛来しているナベヅルが高病原性鳥インフルエンザに感染していると発

表した。本市に隣接する鶴の飛来地での発生は、農業や観光への深刻な影響が懸念されるものである。

また、今回の鳥インフルエンザの発生は、飼育されている鳥ではなく、多く飛来している野鳥への感染であり、

多方面にわたる影響が危惧され、かつてない警戒と対処が求められている。

本県は、国内有数の養鶏業の地であり、特に北薩地区においては、ブロイラー、鶏卵はもとより養鶏関連産品

の生産・出荷が盛んに行われ、農業の基幹的な位置を占めている。本市にあっても、養鶏業は農業の中でも重要

な分野であることは言うまでもない。

鳥インフルエンザによる被害が発生し拡大することとなれば、本市の養鶏業は壊滅的な打撃を受けることにな

り、養鶏従事者の生活の破綻を招き、養鶏業のみならず、その影響は他へも波及することとなる。結果、地域経

済は疲弊し、地域の振興・発展に大きな支障が生じることとなる。

このような本市産業や経済への影響を考えるとき、被害防止対策は、まさに喫緊の課題であり、包括的、多面

的、重層的で効果的な対策が図られなければならない。

国・県におかれては、このような現状を強く認識するとともに、養鶏農家及びその関連団体等の被害を受けて

いる方々への緊急支援策、早急な被害防止対策を講じられるよう強く求めるものである。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成22年12月28日

阿久根市議会


